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倭
人
の
名
は
『
山
海
經
』
・
『
漢
書
』
・
『
論
衡
』
等
の
古
書
に
散
見
す
れ
ど
も
、
其
記
事
何
れ
も
簡
單
に

し
て
、
之
に
因
り
て
は
未
だ
上
代
に
於
け
る
倭
國
の
状
態
を
窺
ふ
に
足
ら
ず
。
然
る
に
獨
り
『
魏
志
』
の
倭
人

傳
に
至
り
て
は
、
倭
國
の
事
を
敍
す
る
こ
と
頗
る
詳
密
に
し
て
、
而
も
傳
中
の
主
人
公
た
る
卑
彌
呼
女
王
の
人

物
は
、
赫
灼
と
し
て
紙
上
に
輝
き
、
讀
者
を
し
て
恰
も
暗
黒
の
裡
に
光
明
を
認
む
る
が
如
き
感
あ
ら
し
む
。

『
魏
志
』
は
晉
の
陳
壽
の
編
纂
に
成
れ
り
と
雖
も
、
其
東
夷
傳
は
主
と
し
て
魏
の
魚
豢
の
著
作
『
魏
略
』
に
據

り
、
殊
に
倭
人
傳
に
載
せ
た
る
事
實
は
、
當
代
の
人
が
實
際
に
目
に
睹
、
耳
に
聞
け
る
所
を
記
述
せ
し
も
の
多

け
れ
ば
、
史
料
と
し
て
最
も
尊
重
す
べ
き
も
の
な
り
。
本
朝
に
は
『
古
事
記
』
・
『
日
本
書
紀
』
の
二
書
備
は

り
て
上
代
の
事
蹟
を
傳
へ
た
り
と
雖
も
、
漢
魏
時
代
に
當
る
頃
は
固
よ
り
口
碑
傳
説
に
よ
り
て
、
幽
に
そ
の
状

況
を
彷
彿
す
る
に
過
ぎ
ざ
る
を
思
へ
ば
、
當
時
支
那
人
が
我
國
に
渡
り
て
、
親
し
く
目
撃
し
た
る
事
實
を
傳
へ

た
る
『
魏
志
』
の
倭
人
傳
の
如
き
は
、
實
に
我
國
の
太
古
史
上
に
一
大
光
明
を
與
ふ
る
者
と
謂
ふ
べ
し
。
『
魏

志
』
の
國
史
に
與
ふ
る
價
値
已
に
此
の
如
く
な
る
を
以
て
、
古
來
本
邦
の
學
者
に
し
て
倭
人
傳
の
解
釋
に
勢
力

を
傾
注
し
た
る
者
亦
尠
か
ら
ざ
り
き
。
然
る
に
文
中
記
す
所
の
里
程
及
日
程
に
分
明
を
缺
く
處
あ
る
に
因
り
、

傳
中
の
主
眼
た
る
卑
彌
呼
及
其
居
城
邪
馬
臺
等
の
考
定
に
就
き
て
異
議
百
出
し
、
今
日
に
至
る
ま
で
史
上
の
難

問
題
と
稱
せ
ら
る
。
さ
れ
ば
後
進
の
學
者
は
卑
彌
呼
の
事
蹟
に
就
き
て
殆
ど
適
從
す
る
所
を
知
ら
ず
、
爲
め
に

國
史
を
著
は
す
も
の
、
此
の
貴
重
な
る
史
料
を
徒
に
高
閣
に
束
ね
て
、
參
考
に
供
せ
ざ
る
傾
向
あ
り
。
是
れ
豈

に
史
界
の
一
大
恨
事
に
あ
ら
ず
や
。
余
輩
は
常
に
之
を
遺
憾
と
し
、
聊
か
亦
此
問
題
に
つ
き
て
考
究
す
る
所
あ
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り
し
が
、
今
年
の
初
に
至
り
、
漸
く
に
し
て
新
解
釋
を
得
た
る
を
以
て
、
二
月
二
十
一
日
日
本
學
會
に
於
て
論

旨
の
大
要
を
講
述
し
て
、
會
員
の
批
評
を
仰
ぎ
た
り
。
而
し
て
本
論
は
即
ち
當
時
の
講
演
を
増
補
改
訂
せ
し
も

の
な
り
。
若
し
も
此
論
文
が
卑
彌
呼
に
對
す
る
史
界
の
注
意
を
喚
起
し
、
此
難
問
題
に
關
し
て
學
者
の
新
研
究

が
、
陸
續
發
表
せ
ら
る
る
に
至
ら
ば
、
望
外
の
幸
な
り
。

　
卑
彌
呼
問
題
の
難
點
は
、
全
く
魏
の
帶
方
郡
よ
り
女
王
の
都
邪
馬
臺
に
至
る
道
程
の
解
釋
に
存
ず
る
が
故
に
、

余
輩
は
茲
に
『
魏
志
』
に
載
す
る
行
程
の
全
文
を
拔
載
し
、
而
し
て
後
逐
次
に
そ
の
解
釋
を
試
み
ん
と
す
。

　
　
從
郡
至
倭
、
循
海
岸
、
水
行
歴
韓
國
、
乍
南
乍
東
、
到
其
北
岸
狗
邪
韓
國
、
七
千
餘
里
、
始
渡
一
海
千
餘

　
　
里
、
至
對
馬
國
、
其
大
官
曰
卑
狗
、
副
曰
卑
奴
母
離
、
所
居
絶
島
方
可
四
百
餘
里
、
土
地
山
險
多
深
林
、

　
　
道
路
如
禽
鹿
徑
、
有
千
餘
戸
、
無
良
田
、
食
海
物
自
活
、
乘
船
南
北
市
糴
、
又
南
渡
一
海
千
餘
里
、
名
曰

　
　
瀚
海
、
至
一
大
國
、
官
亦
曰
卑
狗
、
副
曰
卑
奴
母
離
、
方
可
三
百
里
、
多
竹
木
叢
林
、
有
三
千
許
家
、
差

　
　
有
田
地
、
耕
田
猶
不
足
食
、
亦
南
北
市
糴
、
又
渡
一
海
千
餘
里
、
至
末
盧
國
、
有
四
千
餘
戸
、
濱
山
海
居
、

　
　
草
木
茂
盛
、
行
不
見
前
人
、
好
捕
魚
鰒
、
水
無
深
淺
、
皆
沈
沒
取
之
、
東
南
陸
行
五
百
里
、
到
伊
都
國
、

　
　
官
曰
爾
支
、
副
曰
泄
謨
觚
柄
渠
觚
、
有
千
餘
戸
、
世
有
王
、
皆
統
屬
女
王
國
、
郡
使
往
來
常
所
駐
、
東
南

　
　
至
奴
國
百
里
、
官
曰
兕
馬
觚
、
副
曰
卑
奴
母
離
、
〔
有
二
萬
餘
戸
、
東
行
至
不
彌
國
百
里
、
官
曰
多
模
、

　
　
副
曰
卑
奴
母
離
〕
、
有
千
餘
家
、
南
至
投
馬
國
、
水
行
二
十
日
、
官
曰
彌
彌
、
副
曰
彌
彌
那
利
、
可
五
萬

　
　
餘
戸
、
南
至
邪
馬
臺
國
、
女
王
之
所
都
、
水
行
十
日
陸
行
一
月
、
官
有
伊
支
馬
、
次
曰
彌
馬
升
、
次
曰
彌

　
　
馬
獲
支
、
次
曰
奴
佳
鞮
、
可
七
萬
餘
戸
、
自
女
王
國
以
北
、
其
戸
數
道
里
可
略
載
、
其
餘
旁
國
遠
絶
不
可
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得
詳
、
次
有
斯
馬
國
、
次
有
已
百
支
國
、
〔
次
有
伊
邪
國
、
次
有
都
支
國
、
次
有
彌
奴
國
、
次
有
好
古
都

　
　
國
〕
、
次
有
不
呼
國
、
次
有
姐
奴
國
、
次
有
對
蘇
國
、
次
有
蘇
奴
國
、
次
有
呼
邑
國
、
次
有
華
奴
蘇
奴
國
、

　
　
次
有
鬼
國
、
次
有
爲
吾
國
、
次
有
鬼
奴
國
、
次
有
邪
馬
國
、
次
有
躬
臣
國
、
次
有
巴
利
國
、
次
有
支
惟
國
、

　
　
次
有
烏
奴
國
、
次
有
奴
國
、
此
女
王
境
界
所
盡
、
其
南
有
狗
奴
國
、
男
子
爲
王
、
其
官
有
狗
古
智
卑
狗
、

　
　
不
屬
女
王
、
自
郡
至
女
王
國
萬
二
千
餘
里
。

　
文
中
に
郡
と
あ
る
は
魏
の
帶
方
郡
を
謂
へ
る
な
り
。

　
此
郡
の
所
在
地
は
那
珂
氏
の
説
に
從
へ
ば
、
今
の
京
畿
道
臨
津
江
の
江
口
に
あ
り
し
な
り
（
『
外
交
繹
史
』

第
二
八
章
魏
志
倭
人
傳
）
。
此
處
よ
り
船
を
發
し
て
九
州
に
至
る
に
は
、
先
づ
京
畿
、
忠
清
、
全
羅
三
道
の
西

海
岸
を
南
方
に
沿
ひ
て
航
行
す
べ
き
が
故
に
、
文
中
に
「
乍
南
」
と
あ
る
は
此
海
路
を
指
し
し
な
り
。
而
し
て

船
は
全
羅
道
西
南
の
海
角
よ
り
方
向
を
轉
じ
て
東
方
に
向
ひ
、
全
羅
、
慶
尚
二
道
の
南
岸
に
沿
ひ
て
狗
邪
韓
國

に
至
る
。
此
國
に
就
き
て
は
菅
政
友
氏
は
之
を
今
の
巨
濟
縣
と
な
し
（
「
漢
籍
倭
人
考
」
上
）
、
那
珂
氏
は
之

を
今
の
金
海
と
な
し
、
韓
史
の
加
倻
國
、
國
史
の
加
羅
國
な
ら
ん
と
考
定
せ
り
。
加
羅
國
は
當
時
韓
地
よ
り
皇

國
に
至
る
要
津
な
り
け
れ
ば
、
狗
邪
韓
國
を
金
海
即
ち
加
羅
國
と
見
た
る
那
珂
氏
の
説
は
、
蓋
し
正
鵠
を
失
は

ざ
る
べ
し
。
『
魏
志
』
の
文
中
に
「
乍
東
」
と
あ
る
は
、
全
羅
道
西
南
の
海
角
よ
り
金
海
に
至
る
航
路
の
方
向

を
云
へ
る
な
り
。
而
し
て
帶
方
郡
よ
り
狗
邪
韓
國
に
至
る
海
上
の
里
程
を
七
千
餘
里
と
な
す
。
又
文
中
に
「
到

其
北
岸
狗
邪
韓
國
」
と
あ
る
北
岸
の
文
字
甚
だ
穩
か
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
之
を
倭
韓
兩
國
の
間
に
横
は
る
海
洋
の

北
岸
と
見
れ
ば
文
意
通
ず
べ
し
。
狗
邪
韓
國
よ
り
九
州
の
北
岸
に
達
す
る
に
は
三
海
を
通
過
す
。
先
づ
初
に
此
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國
よ
り
船
を
發
し
一
海
を
渡
る
、
其
間
一
千
餘
里
に
し
て
對
馬
國
に
至
る
、
此
處
に
は
方
向
を
明
記
せ
ざ
れ
ど

も
、
そ
の
南
行
せ
し
は
言
を
俟
た
ず
。
對
馬
國
よ
り
更
に
南
行
し
て
瀚
海
を
渡
る
、
其
間
一
千
餘
里
に
し
て
一

大
國
に
至
る
。
こ
ゝ
に
一
大
國
と
あ
る
は
一
支
國
の
誤
り
な
る
こ
と
、
先
輩
既
に
之
を
論
ぜ
り
。
さ
て
一
支
國

よ
り
ま
た
南
行
す
る
こ
と
一
千
餘
里
に
し
て
末
盧
國
に
至
る
。
末
盧
國
は
今
の
肥
前
國
松
浦
郡
に
し
て
、
『
古

事
記
』
仲
哀
天
皇
の
條
に
「
筑
紫
末
羅
縣
」
、
神
功
紀
に
「
火
前
國
松
浦
縣
」
と
あ
る
即
ち
是
な
り
。
而
し
て

當
時
韓
國
へ
往
來
す
る
船
舶
が
松
浦
郡
の
那
邊
に
碇
泊
せ
し
か
に
就
き
て
は
、
那
珂
氏
の
『
外
交
繹
史
』
に

　
　
萬
葉
集
十
六
ニ
「
神
龜
年
中
、
太
宰
府
差
筑
前
國
宗
像
郡
之
百
姓
宗
形
部
津
麻
呂
、
充
對
馬
送
糧
舶
柁
師

　
　
也
云
々
、
自
肥
前
國
松
浦
縣
美
彌
良
久
埼
發
舶
、
直
射
對
馬
渡
海
」
ト
モ
ア
レ
バ
、
菅
氏
ノ
説
ニ
「
漢
土

　
　
ニ
渡
ル
ニ
モ
、
對
馬
ニ
趣
ク
ニ
モ
、
コ
ノ
美
彌
良
久
埼
ヨ
リ
船
發
キ
セ
シ
ナ
リ
。
西
北
ニ
向
フ
ニ
便
リ
ヨ

　
　
キ
地
ト
思
ハ
ル
レ
バ
、
海
路
モ
オ
シ
ハ
カ
リ
知
ラ
ル
ベ
シ
」
ト
云
ヘ
リ
。

と
説
か
れ
た
り
。
魏
國
の
使
者
が
倭
國
に
渡
れ
る
時
も
、
亦
此
美
彌
良
久
の
埼
に
由
り
し
な
る
べ
し
。
而
し
て

此
埼
は
松
浦
郡
値
嘉
島
に
あ
り
。
さ
て
末
盧
國
よ
り
東
南
に
向
ひ
陸
行
す
る
こ
と
五
百
里
に
し
て
伊
都
國
に
至

る
。
伊
都
國
は
今
の
筑
前
國
の
怡
土
郡
の
こ
と
な
れ
ば
、
松
浦
郡
の
値
嘉
島
よ
り
上
れ
ば
、
實
は
東
北
に
當
れ

ど
、
魏
の
使
者
は
少
し
く
其
方
向
を
誤
り
て
東
南
と
せ
り
。
又
伊
都
國
よ
り
東
南
に
向
ひ
陸
行
す
る
こ
と
百
里

に
し
て
奴
國
に
至
る
。
奴
國
は
仲
哀
紀
の
儺
縣
、
宣
化
紀
の
那
津
に
て
、
今
の
筑
前
國
那
珂
郡
博
多
の
近
傍
な

り
し
こ
と
、
先
輩
已
に
之
を
説
け
り
。
さ
れ
ば
其
方
向
實
は
東
北
に
當
れ
る
を
、
魏
の
使
者
之
を
東
南
と
誤
れ

り
。
又
奴
國
よ
り
東
行
百
里
に
し
て
不
彌
國
に
至
る
。
此
國
の
所
在
は
未
だ
詳
な
ら
ざ
れ
ど
も
、
其
の
奴
國
即
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ち
博
多
よ
り
の
距
離
を
以
て
之
を
考
へ
、
ま
た
此
處
よ
り
後
の
行
程
が
常
に
南
方
に
あ
り
し
事
情
に
由
り
て
之

を
推
測
し
、
太
宰
府
の
附
近
と
考
定
せ
ば
大
過
な
か
ら
ん
。
太
宰
府
は
博
多
の
東
南
に
位
す
る
を
、
魏
の
使
者

が
之
を
東
方
と
報
告
せ
し
は
ま
た
例
の
誤
り
な
り
。
此
の
如
く
末
盧
國
よ
り
不
彌
國
に
至
る
『
魏
志
』
の
方
向

に
は
誤
謬
あ
れ
ど
も
、
東
北
を
東
南
と
し
、
東
南
を
東
方
と
誤
解
す
る
が
如
き
は
、
古
代
の
旅
客
に
あ
り
て
は

往
々
見
る
所
な
り
。
若
し
之
を
以
て
『
魏
志
』
記
す
所
の
方
向
は
毫
も
憑
據
す
る
に
足
ら
ず
と
思
惟
す
る
者
あ

ら
ば
、
其
は
大
な
る
謬
見
な
り
。
此
書
帶
方
郡
よ
り
狗
邪
韓
國
に
至
る
方
向
を
「
乍
南
乍
東
」
と
記
し
、
又
狗

邪
韓
國
よ
り
末
盧
國
に
至
る
航
路
の
方
向
を
常
に
南
と
書
す
る
が
如
き
は
、
其
方
向
の
正
確
な
る
を
證
す
る
も

の
に
あ
ら
ず
し
て
何
ぞ
や
。
末
盧
國
よ
り
不
彌
國
に
至
る
方
向
に
於
て
些
少
の
誤
解
あ
る
に
も
せ
よ
、
そ
の
大

體
の
方
向
が
東
方
に
あ
り
し
こ
と
を
誤
ら
ざ
る
な
り
。
『
魏
志
』
記
す
所
の
方
位
は
卑
彌
呼
問
題
の
解
決
に
最

大
關
係
を
有
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
特
に
一
言
を
添
ふ
る
の
み
。

　
以
上
記
載
せ
る
道
程
の
里
數
を
計
算
す
る
に
、
帶
方
郡
よ
り
狗
邪
韓
國
に
至
る
間
は
七
千
餘
里
、
狗
邪
韓
國

よ
り
對
馬
一
支
を
經
て
末
盧
國
に
至
る
間
は
三
千
餘
里
、
末
盧
國
よ
り
伊
都
國
に
至
る
間
は
五
百
里
、
伊
都
國

よ
り
奴
國
に
至
る
間
は
百
里
、
奴
國
よ
り
不
彌
國
に
至
る
間
は
百
里
な
れ
ば
、
帶
方
郡
よ
り
不
彌
國
ま
で
の
總

里
數
は
一
萬
七
百
餘
里
と
な
る
。
而
し
て
帶
方
郡
よ
り
女
王
の
都
邪
馬
臺
國
ま
で
は
一
萬
二
千
餘
里
と
記
さ
れ

た
れ
ば
、
不
彌
國
よ
り
邪
馬
臺
國
に
至
る
里
數
は
僅
に
一
千
三
百
餘
里
に
過
ぎ
ず
。
『
魏
志
』
の
文
面
を
案
ず

る
に
、
帶
方
よ
り
不
彌
國
に
至
る
ま
で
の
行
程
は
頗
る
分
明
な
れ
ば
、
諸
家
の
考
定
殆
ど
一
致
す
れ
ど
も
、
此

國
よ
り
邪
馬
臺
に
至
る
行
程
に
關
し
て
は
、
見
解
區
々
に
分
か
れ
た
り
。
而
し
て
此
の
行
程
の
解
釋
は
本
論
の
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主
眼
な
る
が
故
に
、
爰
に
卑
見
を
開
陳
す
る
に
方
り
て
、
先
づ
從
來
の
諸
説
を
列
擧
す
べ
し
。

　
『
日
本
書
紀
』
を
案
ず
る
に
、
神
功
攝
政
三
十
九
年
の
條
に

　
　
魏
志
云
、
明
帝
景
初
三
年
六
月
、
倭
女
王
遣
大
夫
難
斗
米
等
、
詣
郡
求
詣
天
子
朝
獻
、
太
守
鄧
夏
遣
吏
將

　
　
送
詣
京
都
也
。

と
註
し
、
同
じ
く
四
十
年
の
條
に

　
　
魏
志
云
、
正
始
元
年
、
遣
建
忠
校
尉
梯
携
等
、
奉
詔
書
印
綬
、
詣
倭
國
也
。

と
註
し
、
又
四
十
三
年
の
條
に

　
　
魏
志
云
、
正
始
四
年
、
倭
王
復
遣
使
大
夫
伊
聲
者
掖
耶
約
等
八
人
、
上
獻
。

と
註
し
た
れ
ば
、
『
書
紀
』
の
編
者
は
暗
に
神
功
皇
后
を
以
て
卑
彌
呼
女
王
に
擬
せ
し
な
り
。
此
書
既
に
神
功

皇
后
と
卑
彌
呼
と
を
同
一
人
物
と
見
た
り
と
せ
ば
、
大
和
の
京
を
以
て
『
魏
志
』
の
邪
馬
臺
國
と
考
定
せ
し
に

相
違
な
か
る
べ
く
、
從
つ
て
魏
の
使
者
は
不
彌
國
よ
り
東
行
し
て
、
彼
處
に
入
り
し
も
の
と
思
惟
せ
し
な
り
。

『
書
紀
』
成
り
て
よ
り
以
來
殆
ど
千
餘
年
の
間
、
本
邦
の
學
者
に
し
て
亦
卑
彌
呼
の
事
を
論
ぜ
し
も
の
な
か
り

し
が
、
元
祿
元
年
松
下
見
林
は
『
異
稱
日
本
傳
』
を
著
は
し
、
『
後
漢
書
』
倭
國
傳
の
解
釋
に

　
　
今
按
。
邪

馬

臺

國
大
和
國
也
。
古
謂
大
養
徳
國
、
所
謂
倭
奴
國
也



。
邪
馬
臺
大
和
和
訓
也
。

と
云
は
れ
た
り
。
蓋
し
、
氏
の
如
き
は
『
書
紀
』
編
者
の
意
見
を
公
然
と
表
白
せ
し
も
の
と
謂
ふ
べ
し
。
松
下

氏
の
説
一
た
び
出
で
て
よ
り
、
幕
府
の
學
者
は
殆
ど
こ
れ
に
雷
同
し
、
ま
た
一
人
と
し
て
其
間
に
疑
議
を
挾
む

も
の
な
か
り
き
。
然
る
に
本
居
宣
長
氏
は
『
馭
戎
慨
言
』
を
著
は
し
、
卑
彌
呼
を
以
て
神
功
皇
后
に
當
つ
る
の
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非
な
る
を
痛
論
し
、
そ
の
九
州
に
據
れ
る
熊
襲
の
輩
な
る
べ
き
を
辯
證
せ
り
。
同
氏
が
『
魏
志
』
の
行
程
に
關

す
る
考
察
は
、
余
輩
の
意
見
に
合
す
る
所
多
け
れ
ば
、
左
に
其
一
節
を
引
用
す
べ
し
。

　
　
此
時
に
か
の
國
へ
使
を
つ
か
は
し
た
る
よ
し
し
る
せ
る
は
皆
ま
こ
と
の
皇

朝








の
御
使
に
は
あ
ら
ず
。
筑

　
　
紫
の
南
の
か
た
に
て
い
き
ほ
ひ
あ
る
、
熊
襲
な
ど
の
た
ぐ
ひ
な
り
し
も
の
ゝ
、
女
王
の
御
名
の
も
ろ
〳
〵

　
　
の
か
ら
く
に
に
ま
で
高
く
か
ゞ
や
き
ま
せ
る
を
も
て
、
そ
の
御
使
と
い
つ
は
り
て
、
私
に
つ
か
は
し
た
り

　
　
し
使
也
。
其
故
は
ま
づ
右
の
文
に
、
か
の
國
の
帶
方
郡
よ
り
、
女
王
の
都
に
い
た
る
ま
で
の
國
々
を
し
る

　
　
せ
る
は
、
か
の
か
し
こ
の
使
の
、
大

和







の
京
へ
ま
ゐ
る
と
て
、
へ
て
き
つ
る
道
の
程
を
い
へ
る
如
く
に

　
　
聞
ゆ
め
れ
ど
、
よ
く
見
れ
ば
、
ま
こ
と
は
大

和







の
京
に
は
あ
ら
ず
。
い
か
に
と
い
ふ
に
、
ま
づ
對
馬





一

　
　
支

、
末
廬





伊

都

ま
で
は
、
し
る
せ
る
如
く
に
て
、
た
が
は
ざ
る
を
、
其
次
に
奴
國
不
彌
國
投
馬
國
な
ど
い

　
　
へ
る
は
、
漢
呉
音
は
さ
ら
に
も
い
は
ず
、
今
の
唐
音
を
も
て
あ
て
ゝ
も
、
大
和
へ
の
道
に
は
、
さ
る
所
の

　
　
名
共
あ
る
こ
と
な
し
。
又
不
彌
國
よ
り
女
王
の
都
ま
で
、
南
を
さ
し
て
物
せ
し
さ
ま
に
い
へ
る
も
か
な
は

　
　
ず
。
大
和
は
つ
く
し
よ
り
は
す
べ
て
東
を
さ
し
て
く
る
所
に
こ
そ
あ
れ
。
ま
た
自
女
王
國
以
北
と
い
へ
る

　
　
も
た
が
へ
り
。
以
西
と
こ
そ
い
ふ
べ
け
れ
。
み
づ
か
ら
來
た
ら
ん
に
、
か
く
北
南
と
西
東
と
を
わ
き
ま
ふ

　
　
ま
じ
き
よ
し
な
き
を
や
。
又
投
馬
國
よ
り
女
王
の
都
ま
で
、
水
行
十
日
陸
行
一
月
と
い
へ
る
、
水
行
十
日

　
　
は
さ
も
有
ぬ
べ
し
。
陸
行
一
月
は
い
と
心
得
ず
。
月
の
字
は
日
の
誤
な
る
べ
し
。
さ
て
一
日
と
し
て
は
、

　
　
い
づ
こ
の
海
邊
よ
り
も
、
大
和
の
京
へ
は
い
た
り
が
た
く
、
又
一
月
な
ら
ん
に
は
、
山
陽
道
の
な
か
ら
の

　
　
ほ
ど
よ
り
、
陸
路






を
の
ぼ
り
し
と
せ
ん
か
。
さ
る
こ
と
有
べ
く
も
あ
ら
ず
。
古
西
の
國
よ
り
や
ま
と
へ
の
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ぼ
る
に
は
、
す
べ
て
難
波





の
津
ま
で
は
、
船
よ
り
物
す
る
ぞ
、
定
ま
れ
る
こ
と
な
り
け
る
。
か
く
あ
ま
た

　
　
た
が
へ
る
事
共
の
あ
る
は
、
大
和
の
京
に
あ
ら
ざ
り
し
し
る
し
に
て
、
誠
に
は
か
の
筑
紫
な
り
し
も
の
ゝ
、

　
　
お
の
れ
姫
尊
也
と
い
つ
は
り
て
、
魏
王
が
使
を
も
受
つ
る
に
、
あ
ざ
む
か
れ
つ
る
も
の
な
れ
ば
、
其
使
の

　
　
へ
て
き
た
り
け
ん
國
々
も
、
女
王
の
都
と
思
ひ
し
も
、
皆
筑
紫
の
う
ち
な
り
け
り
。
さ
れ
ば
不
彌
國
と
い

　
　
ふ
よ
り
、
投
馬
國
な
ど
い
へ
る
も
み
な
、
つ
く
し
の
し
ま
の
東
べ
た
を
、
南
を
さ
し
て
物
せ
し
、
海



つ
路

　
　
に
て
、
そ
の
過
し
方
を
以
北
と
い
へ
る
も
此
故
な
り
。
ま
た
周
旋
可





五
千
餘
里
と
い
へ
る
も
、
筑
紫
の
洲



　
　
に
て
、
ほ
と
り
の
嶋
々
か
け
た
る
程
に
よ
く
か
な
へ
り
。
さ
て
女
王
國
東
、
渡
海
千
餘
里
、
復
有
國
皆
倭

　
　
種
な
り
と
い
へ
る
も
、
大
和
に
し
て
は
か
な
は
ず
。
こ
れ
も
つ
く
し
よ
り
海
を
へ
だ
て
ゝ
東
な
る
、
四
國

　
　
を
い
へ
る
な
り
。

　
本
居
氏
が
卑
彌
呼
を
以
て
熊
襲
に
擬
し
た
る
は
更
な
り
、
そ
の
行
路
局
部
の
解
釋
に
於
て
も
、
余
輩
悉
く
は

之
に
贊
成
す
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ど
も
、
女
王
の
住
地
を
九
州
に
當
て
た
る
大
體
の
論
に
至
り
て
は
、
實
に
敬
服

の
外
な
く
、
蓋
し
當
時
に
於
け
る
卓
見
と
稱
す
べ
し
。
本
居
氏
の
此
論
文
に
よ
り
て
、
當
時
の
學
者
は
殆
ど
女

王
卑
彌
呼
を
熊
襲
の
類
と
見
做
す
に
一
定
せ
し
が
、
さ
て
『
魏
志
』
の
不
彌
國
よ
り
邪
馬
臺
國
に
至
る
行
路
に

つ
き
て
は
、
大
體
二
説
に
分
か
れ
た
る
が
如
し
。
一
は
本
居
氏
自
身
の
唱
へ
出
で
た
る
が
如
く
、
不
彌
國
よ
り

九
州
の
東
海
岸
に
出
で
、
こ
れ
を
南
方
に
航
行
し
て
、
熊
襲
の
國
に
至
れ
り
と
な
す
説
、
又
一
は
不
彌
國
即
ち

太
宰
府
の
附
近
よ
り
筑
後
に
下
り
、
有
明
の
内
海
を
南
方
に
航
行
し
て
、
熊
襲
に
至
れ
り
と
な
す
説
即
ち
是
な

り
。
鶴
峯
戊
申
は
其
著
『
襲
國
僞
僭
考
』
に
於
い
て
、
『
魏
志
』
上
文
の
百
里
を
不
彌
國
よ
り
投
馬
國
に
至
る
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里
程
と
誤
解
し
て
曰
く

　
　
投
馬
は
和
名
鈔
筑
後
郡
名
上
妻
加

牟

豆

萬

、
下
妻
郡
准
上
、
と
あ
る
妻
な
る
べ
し
。
兵
部
式
諸
國
驛
傳
馬

　
　
に
、
筑
後
國
傳
馬
、
御
井
上
妻
狩
道
各
五
疋
と
あ
り
。
此
處
よ
り
水
行
二
十
日
に
し
て
、
大
隅
國
囎
唹
郡

　
　
に
至
る
べ
し
。
今
上
妻
下
妻
の
間
に
矢
部
川
あ
り
。
即
柳
川
の
川
上
な
り
。
此
川
を
下
り
て
ま
た
内
海
に

　
　
浮
び
南
方
に
到
る
べ
し
。

と
。
蓋
し
氏
は
九
州
西
岸
航
行
説
を
主
唱
せ
ら
れ
し
な
り
。
又
近
藤
芳
樹
氏
は
倭
女
王
の
都
邪
馬
臺
を
肥
後
の

菊
池
郡
山
門
郷
な
る
べ
し
と
説
か
れ
た
れ
ば
、
鶴
峯
氏
の
如
く
ま
た
西
岸
航
行
説
を
執
れ
る
論
者
の
一
人
な
り

し
な
り
。
菅
政
友
氏
は
「
漢
籍
倭
人
考
」
投
馬
國
の
條
に

　
　
不
彌
國
ヨ
リ
南
ニ
向
ヒ
テ
進
ミ
行
ク
コ
ト
二
十
日
ノ
後
ニ
、
投
馬
國
ニ
ハ
イ
タ
ル
ト
ノ
義
ナ
レ
バ
、
必
ズ

　
　
内
海
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
、
豐
前
豐
後
ノ
東
洋
ヲ
經
テ
、
日
向
ア
タ
リ
所
謂
投
馬
國
ナ
ラ
ン
ト
覺
シ
ケ
レ
バ
、
本

　
　
居
翁
ノ
説
オ
ホ
カ
タ
ハ
違
ハ
サ
ル
ベ
シ
。

と
云
ひ
、
又
邪
馬
臺
國
の
條
に

　
　
水
行
十
日
陸
行
一
月
ト
イ
ヘ
ル
ニ
ツ
キ
テ
思
フ
ニ
、
兒
湯
郡
ア
タ
リ
ヨ
リ
贈
於
郡
ニ
至
ラ
ン
ニ
、
海
陸
ト

　
　
モ
ニ
サ
バ
カ
リ
多
ク
ノ
月
日
ヲ
經
ベ
キ
ニ
モ
ア
ラ
ネ
バ
、
本
居
翁
ノ
考
ノ
如
ク
、
月
ハ
日
ノ
誤
リ
ニ
テ
、

　
　
此
ハ
船
路
ヨ
リ
直
チ
ニ
今
ノ
大
隅
國
佐
多
岬
ヲ
𢌞
リ
テ
鹿
兒
島
灣
ニ
入
リ
タ
ル
モ
ノ
ト
覺
シ
ク
、
水
行
ハ

　
　
十
日
ニ
テ
陸
行
一
日
ト
ア
ラ
ン
ニ
ハ
、
サ
モ
コ
ソ
ト
思
ヒ
ナ
サ
ル
ヽ
ナ
リ
。

と
説
か
れ
た
れ
ば
、
氏
は
本
居
氏
の
説
を
祖
述
せ
し
東
海
航
行
論
者
な
り
し
な
り
。
修
史
局
の
編
纂
に
係
る
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『
國
史
眼
』
に
は
、
『
魏
志
』
の
行
程
を
明
瞭
に
記
述
せ
ざ
れ
ど
も
、
投
馬
の
名
を
設
馬
の
誤
と
な
し
、
之
を

薩
摩
に
當
て
た
る
に
よ
り
て
之
を
推
す
に
、
不
彌
國
よ
り
以
下
邪
馬
臺
に
至
る
行
路
は
、
九
州
の
西
海
岸
を
經

由
せ
し
も
の
と
考
察
せ
し
な
り
。
ま
た
史
局
の
説
を
繼
承
し
て
而
も
之
を
一
層
發
達
せ
し
め
た
る
も
の
を
『
日

韓
古
史
斷
』
と
な
す
。
同
書
筑
紫
の
章
に
曰
く

　
　
從
來
不
彌
以
上
は
ほ
ゞ
定
説
あ
り
。
其
の
設
馬
は
今
史
局
薩
摩
に
擬
す
。
其
の
邪
馬
臺
は
な
ほ
異
説
多
し
、

　
　
蓋
熊
襲
の
都
噌
唹
城
の
み
。
魏
志
の
行
程
設
馬
に
至
る
の
路
間
、
若
干
の
陸
行
を
脱
し
、
其
の
水
行
二
十

　
　
日
は
筑
後
河
の
舟
筏
と
、
不
知
火
の
内
浦
航
路
に
し
て
、
設
馬
は
五
萬
餘
戸
、
今
の
薩
摩
の
全
境
に
し
て
、

　
　
阿
久
根
以
南
を
云
ふ
。
故
に
水
行
十
月
、
陸
行
一
月
は
既
に
隼
人
海
峽
黒
迫
門
を
踰
え
薩
摩
潟
を
渉
り
噌

　
　
唹
に
着
す
る
者
と
す
。
然
る
に
水
行
十
日
せ
ば
開
聞
の
海
角
を
迂
囘
す
る
も
、
ほ
ゞ
櫻
嶋
の
内
灣
に
達
し

　
　
得
べ
く
、
ま
た
別
に
陸
行
一
月
の
長
程
を
要
せ
ざ
る
な
り
。
因
て
疑
ふ
月
は
皆
日
の
あ
や
ま
れ
る
に
や
。

　
　
當
に
水
行
十
日
、
陸
行
一
日
と
爲
す
べ
き
な
り
。
又
按
ず
る
に
、
舟
に
て
加
世
田
港
ま
で
來
り
、
陸
に
上

　
　
り
谿
山
に
至
り
、
一
日
に
し
て
又
舟
に
て
噌
唹
の
大
津
に
達
せ
し
に
や
。

と
。
那
珂
氏
は
菅
氏
の
説
に
對
し
て
は

　
　
筑
前
博
多
ヨ
リ
贈
於
郡
ニ
至
ル
ニ
、
豐
前
豐
後
日
向
ノ
東
ニ
沿
ヒ
テ
、
佐
多
岬
ヲ
𢌞
リ
テ
ハ
、
イ
カ
ニ
地

　
　
理
ニ
暗
キ
古
代
ト
ハ
云
ヘ
ド
、
餘
リ
ノ
迂
𢌞
ナ
レ
バ
、
信
ゼ
ラ
レ
ズ
。

と
云
ひ
て
之
を
排
斥
し
、
又
『
古
史
斷
』
の
説
に
對
し
て
は
菅
氏
な
ど
の
説
に
愈
れ
る
に
似
た
り
と
の
み
云
ひ

て
、
明
に
自
説
を
發
表
せ
ら
れ
ざ
り
き
。
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以
上
述
べ
來
れ
る
所
に
よ
り
て
知
ら
る
る
が
如
く
、
本
居
氏
の
説
出
で
て
よ
り
以
後
、
本
朝
の
學
者
は
殆
ど

卑
彌
呼
を
熊
襲
の
類
と
見
做
す
に
於
い
て
一
致
し
た
る
に
、
獨
り
三
宅
博
士
と
星
野
博
士
と
は
時
流
と
異
れ
る

見
解
を
有
せ
り
。
三
宅
氏
は
「
漢
委
奴
國
王
印
考
」
（
『
史
學
雜
誌
』
第
三
編
第
三
七
號
）
に
於
て

　
　
不
彌
（
不
詳
）
千
餘
家
、
投
馬
（
備
後
備
中
ノ
内
ナ
ル
ベ
シ
）
可
四
萬
餘
戸
、
邪
馬
臺
（
大
和
）
可
七
萬

　
　
餘
戸
。

と
云
は
れ
た
れ
ば
、
博
士
は
『
魏
志
』
の
邪
馬
臺
を
五
畿
内
の
大
和
と
見
做
し
、
卑
彌
呼
を
神
功
皇
后
に
擬
し

た
る
な
り
。
果
し
て
然
り
と
せ
ば
、
博
士
は
卑
彌
呼
問
題
を
『
書
紀
』
編
纂
時
代
の
舊
説
に
飜
し
た
る
も
の
と

謂
ふ
べ
し
。
又
星
野
博
士
は
『
史
學
雜
誌
』
に
於
て
、
神
功
紀
に
「
轉
至
山
門
縣
、
則
誅
土
蜘
蛛
田
油
津
媛
」

と
あ
る
山
門
縣
、
即
ち
筑
後
の
山
門
郡
を
以
て
邪
馬
臺
國
と
考
定
せ
り
。
那
珂
氏
が
博
士
の
説
に
對
し
て

　
　
此
ノ
山
門
郡
ハ
、
筑
前
ナ
ル
國
々
ト
相
近
ク
シ
テ
、
魏
志
ノ
行
程
ニ
合
ハ
ザ
ル
コ
ト
ハ
、
近
藤
氏
ノ
山
門

　
　
郷
ヨ
リ
モ
甚
シ
。
博
士
ハ
魏
志
文
ヲ
引
ク
ニ
、
伊
都
國
ヨ
リ
邪
馬
臺
マ
デ
ノ
行
程
ヲ
バ
略
カ
レ
タ
レ
ド
モ
、

　
　
コ
レ
ラ
ノ
行
程
ハ
、
國
々
ノ
位
置
ヲ
求
ム
ル
ニ
必
要
ナ
ル
者
ナ
レ
バ
、
多
少
ノ
誤
謬
ハ
免
レ
ズ
ト
モ
、
全

　
　
ク
ハ
棄
ツ
ベ
キ
者
ニ
ア
ラ
ズ
。
今
其
ノ
略
カ
レ
タ
ル
行
程
ヲ
算
ス
ル
ニ
、
東
南
百
里
、
東
行
百
里
、
水
行

　
　
二
十
日
、
及
十
日
、
陸
行
一
日
ニ
シ
テ
、
少
ク
ト
モ
水
陸
三
十
餘
日
ハ
費
シ
タ
ル
ニ
、
怡
土
郡
ヨ
リ
イ
カ

　
　
ニ
迂
𢌞
シ
テ
モ
、
陸
行
四
五
日
ニ
過
ギ
ザ
ル
山
門
郡
ヲ
以
テ
之
ニ
當
ツ
ル
ハ
、
地
理
甚
違
ヘ
リ
。

と
論
難
せ
ら
れ
た
る
は
尤
も
余
輩
の
意
を
得
た
る
も
の
な
り
。

　
以
上
從
來
提
出
せ
ら
れ
た
る
主
要
の
諸
説
を
列
擧
し
盡
し
た
れ
ば
、
此
よ
り
卑
見
を
開
陳
す
る
順
序
と
な
れ
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り
。
余
輩
の
考
ふ
る
所
に
據
れ
ば
、
卑
彌
呼
問
題
を
し
て
此
の
如
く
解
決
に
困
難
な
ら
し
め
た
る
原
因
の
一
は

『
魏
志
』
倭
人
傳
に
記
さ
れ
た
る
里
數
の
標
準
が
概
し
て
短
少
に
し
て
、
支
那
國
に
行
は
れ
た
る
古
今
の
尺
度

に
合
せ
ざ
る
に
在
る
が
如
し
。
例
へ
ば
帶
方
郡
即
ち
臨
津
江
口
よ
り
狗
邪
韓
國
即
ち
金
海
に
至
る
海
上
の
距
離

は
、
大
約
二
百
餘
里
な
る
を
、
『
魏
志
』
に
は
七
千
餘
里
と
な
す
。
故
に
此
間
の
三
十
五
里
は
我
が
一
里
に
當

る
。
又
狗
邪
韓
國
よ
り
九
州
の
末
盧
國
即
ち
松
浦
郡
に
至
る
海
上
の
里
程
は
、
大
約
六
十
餘
里
に
過
ぎ
ざ
る
を
、

『
魏
志
』
に
は
之
を
三
千
餘
里
と
な
す
。
故
に
此
間
の
五
十
里
は
我
が
一
里
に
當
る
。
又
末
盧
國
よ
り
不
彌
國

即
ち
太
宰
府
の
附
近
に
至
る
陸
上
の
距
離
は
大
約
三
十
里
を
出
で
ざ
る
に
、
『
魏
志
』
に
は
之
を
七
百
里
と
な

す
。
故
に
此
間
の
二
十
三
、
四
里
は
我
が
一
里
に
當
る
。
此
の
如
く
『
魏
志
』
倭
人
傳
に
見
え
た
る
里
程
の
標

準
は
區
々
に
し
て
一
定
せ
ざ
る
上
に
、
普
通
の
支
那
里
に
比
し
て
も
ま
た
大
に
短
縮
せ
り
。
大
谷
文
學
士
の
調

査
に
よ
れ
ば
（
『
東
洋
時
報
』
第
一
二
二
號
）
、
漢
時
代
の
一
里
は
官
尺
に
て
我
が
三
丁
五
十
五
間
、
後
漢
建

武
銅
尺
に
て
三
丁
五
十
一
間
に
當
り
、
唐
時
代
の
一
里
は
小
尺
に
て
我
が
四
丁
四
十
二
間
、
大
尺
に
て
四
丁
五

十
一
間
に
當
る
。
而
し
て
現
時
の
一
清
里
は
我
が
五
丁
十
七
間
な
り
。
然
る
に
『
魏
志
』
記
す
所
に
據
れ
ば
、

長
里
を
取
る
も
其
の
一
里
は
我
が
一
丁
三
十
四
間
に
過
ぎ
ざ
れ
ば
、
漢
魏
時
代
の
標
準
は
『
魏
志
』
里
の
約
二

倍
半
に
當
る
。
然
れ
ば
帶
方
郡
よ
り
不
彌
國
に
至
る
一
萬
七
百
餘
里
と
あ
る
は
、
一
見
甚
だ
大
數
の
如
く
な
れ

ど
も
、
其
實
我
が
二
百
九
十
餘
里
の
短
距
離
を
言
へ
る
に
て
、
之
を
魏
時
代
の
標
準
里
に
換
算
す
る
と
き
は
、

大
約
二
千
七
百
餘
里
に
過
ぎ
ず
。
因
て
思
ふ
に
、
『
書
紀
』
の
編
者
を
は
じ
め
と
し
て
松
下
等
の
學
者
が
、
邪

馬
臺
國
を
大
和
と
考
定
し
て
怪
ま
ざ
り
し
は
、
畢
竟
『
魏
志
』
に
一
萬
二
千
餘
里
と
あ
る
里
數
の
大
な
る
に
眩
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惑
し
て
、
そ
の
示
す
實
際
の
距
離
を
考
慮
せ
ざ
り
し
に
も
因
る
べ
し
。
『
魏
志
』
の
示
す
所
に
よ
り
て
之
を
推

す
と
き
は
、
邪
馬
臺
國
は
不
彌
國
よ
り
一
千
三
百
餘
里
に
當
れ
ば
、
女
王
國
が
大
和
に
あ
ら
ず
し
て
、
九
州
の

地
域
に
あ
る
べ
き
は
、
亦
論
を
待
た
ず
。
然
れ
ど
も
『
魏
志
』
に
載
す
る
所
里
程
の
標
準
一
定
せ
ず
。
今
假
に

上
の
一
千
三
百
餘
里
を
此
書
示
す
所
の
長
里
に
て
算
す
れ
ば
、
大
約
我
が
五
十
七
里
と
な
り
、
ま
た
短
里
に
て

算
す
れ
ば
、
大
約
我
が
二
十
六
里
と
な
る
。
此
の
如
く
『
魏
志
』
の
里
程
に
處
に
よ
り
て
甚
し
き
伸
縮
を
示
す

が
故
に
、
不
彌
國
よ
り
南
方
一
千
三
百
餘
里
と
あ
る
を
根
據
と
し
て
、
邪
馬
臺
國
の
所
在
を
的
確
に
推
知
す
る

こ
と
は
、
殆
ど
不
可
能
の
事
に
屬
す
。
然
し
不
彌
國
よ
り
邪
馬
臺
に
至
る
行
程
に
は
日
數
を
擧
げ
た
れ
ば
、
此

日
數
に
據
り
て
女
王
國
の
位
置
を
探
ら
ん
か
。
即
ち
不
彌
國
よ
り
邪
馬
臺
國
に
至
る
に
水
行
三
十
日
陸
行
一
日

總
て
三
十
一
日
を
要
せ
り
。
今
假
に
魏
の
使
者
は
一
日
七
里
の
行
程
を
以
て
前
進
し
た
り
と
せ
ん
か
、
三
十
一

日
に
し
て
二
百
十
七
里
を
行
く
べ
し
。
不
彌
國
即
ち
博
多
附
近
よ
り
南
に
於
い
て
此
里
程
に
當
る
地
點
を
求
む

れ
ば
、
琉
球
諸
島
の
中
大
島
あ
た
り
に
落
つ
べ
し
。
然
れ
ど
も
此
く
て
は
實
際
に
合
は
ざ
る
こ
と
と
な
れ
ば
、

日
數
を
楯
に
取
り
て
女
王
國
の
位
置
を
正
確
に
推
測
す
る
こ
と
、
亦
不
可
能
の
事
た
り
。

　
そ
れ
既
に
里
數
を
以
て
之
を
測
る
も
、
又
日
數
を
以
て
之
を
稽
ふ
る
も
、
女
王
國
の
位
置
を
的
確
に
知
る
こ

と
能
は
ず
と
せ
ば
、
果
し
て
如
何
な
る
事
實
を
か
捉
へ
て
此
問
題
を
解
決
す
べ
き
。
余
輩
は
幾
度
か
『
魏
志
』

の
文
面
を
通
讀
玩
索
し
、
而
し
て
後
漸
く
爰
に
確
乎
動
か
す
べ
か
ら
ざ
る
三
箇
の
目
標
を
認
め
得
た
り
。
然
ら

ば
則
ち
所
謂
三
箇
の
目
標
と
は
何
ぞ
や
。
曰
く
邪
馬
臺
國
は
不
彌
國
よ
り
南
方
に
位
す
る
こ
と
、
曰
く
不
彌
國

よ
り
女
王
國
に
至
る
に
は
有
明
の
内
海
を
航
行
せ
し
こ
と
、
曰
く
女
王
國
の
南
に
狗
奴
國
と
稱
す
る
大
國
の
存

15



在
せ
し
こ
と
即
ち
是
な
り
。
さ
て
此
の
中
第
一
、
第
二
の
二
點
は
『
魏
志
』
の
文
面
を
精
讀
し
て
、
忽
ち
了
解

せ
ら
る
る
の
み
な
ら
ず
、
先
輩
已
に
之
を
説
明
し
た
れ
ば
、
姑
く
之
を
措
か
ん
。
然
れ
ど
も
第
三
點
に
至
り
て

は
、
『
魏
志
』
の
文
中
明
瞭
の
記
載
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
余
輩
が
日
本
學
會
に
於
て
之
を
述
べ
た
る
時
ま
で
は
、

何
人
も
嘗
て
こ
ゝ
に
思
ひ
至
ら
ざ
り
し
が
故
に
、
又
此
點
は
本
論
起
草
の
主
眼
な
る
が
故
に
、
余
輩
は
狗
奴
國

の
所
在
を
以
て
、
此
問
題
解
決
の
端
緒
を
開
か
ん
と
す
。

　
狗
奴
國
に
就
き
て
は
、
『
外
交
繹
史
』
に

　
　
菅
氏
云
、
大
隅
ヨ
リ
南
ニ
ハ
、
種
子
屋
久
ナ
ド
イ
フ
サ
ヽ
ヤ
カ
ナ
ル
島
々
ハ
ア
レ
ド
、
共
ニ
攻
撃
ス
ル
程

　
　
ノ
國
無
ケ
レ
バ
、
此
狗
奴
國
ハ
、
モ
ト
下
ノ
「
女
王
國
東
、
渡
海
千
餘
里
、
復
有
國
、
皆
倭
種
」
ト
ア
ル

　
　
地
ノ
内
ナ
ル
ヲ
、
陳
壽
ガ
、
東
ヲ
南
ト
誤
リ
タ
ル
ナ
ラ
ン
。
サ
レ
バ
後
漢
書
ニ
ハ
、
之
ヲ
ア
ハ
セ
テ
「
自

　
　
女
王
國
、
東
渡
海
千
餘
里
、
至
狗
奴
國
、
雖
皆
倭
種
、
而
不
屬
女
王
」
ト
改
メ
タ
リ
。
其
ノ
狗
奴
國
ハ
、

　
　
馭
戎
慨
言
ニ
「
伊
豫
國
風
早
郡
に
河
野





郷


あ
れ
ば
、
そ
れ
な
ど
を
い
へ
る
か
、
魏
志
に
狗
奴
國
の
男
王
と

　
　
い
へ
る
も
、
す
な
は
ち
此
河
野
の
わ
た
り
を
う
し
は
き
ゐ
た
り
し
も
の
を
い
ふ
な
る
べ
し
」
ト
ア
リ
。
日

　
　
韓
古
史
斷
ハ
、
更
ニ
進
ミ
テ
、
狗
奴
ハ
河
野
ニ
シ
テ
、
其
官
有
狗
古
智
卑
狗
ハ
、
河
野
氏
ノ
遠
祖
子
致
彦









　
　
ヲ
云
フ
ト
云
ヘ
リ
。
其
ハ
國
造
本
紀
ニ
「
小
市





（
伊
豫
國
越
智
郡
）
國
造
、
輕
島
豐
明
朝
御
世
、
物
部
連

　
　
同
祖
大
新
河
命
孫
子

致

命
定
賜
國
造
。
」
氏
族
志
神
別
越
智
氏
ノ
條
ニ
「
大
新
河
孫
子
致
命
、
應
神
帝
時

　
　
爲
國
造
、
舊
事
本
紀
、
云
々
、
文
武
帝
時
、
有
越
智
玉
興
者
、
爲
伊
豫
大
領
本
書
不
言
何
郡
、
盖
越
智
郡

　
　
也
玉
興
弟
玉
澄
居
河
野
、
其
後
爲
河
野
氏
、
云
々
。
河
野
系
圖
、
豫
章
記
、
越
智
氏
累
世
居
伊
豫
、
支
族
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蕃
滋
云
々
、
而
河
野
氏
尤
著
河
野
系
圖
」
ト
ア
ル
ニ
由
リ
テ
、
ソ
ノ
子
致
命
ヲ
子
致
彦
ト
シ
テ
、
狗
古
智

　
　
卑
狗
ニ
附
會
シ
タ
ル
ナ
リ
。
又
國
造
本
紀
ニ
「
久
努
（
遠
江
國
山
名
郡
久
努
郷
）
國
造
、
筑
紫
香
椎
朝
代





、

　
　
以
物
部
連
祖
伊
香
色
男
命
孫
、
印
播
足
尼
定
賜
國
造
」
ト
ア
ル
ニ
由
リ
テ
、
「
河
野
は
初
め
久
努
に
作
る
。

　
　
久
努
國
造
は
即
越
智
氏
同
族
に
し
て
、
伊
豫
よ
り
出
で
た
り
。
す
べ
て
越
智
の
一
族
、
東
國
に
遷
れ
る
者
、

　
　
三
河
遠
江
伊
豆
駿
河
に
蕃
息
し
、
三
島
を
氏
神
と
し
て
尊
崇
す
る
は
、
伊
豫
な
る
大
三
島
神
の
氏
子
た
る

　
　
明
證
な
り
。
」
又
「
越
智
（
小
市
）
風
早
（
風
速
）
の
二
國
造
、
應
神
の
朝
に
定
め
賜
へ
り
と
（
國
造
本

　
　
紀
ニ
）
云
へ
れ
ど
も
、
是
の
時
初
め
て
入
國
せ
り
と
思
ふ
べ
か
ら
ず
。
從
來
早
く
土
著
し
た
り
し
な
ら
ん
。

　
　
越
智
は
物
部
氏
と
同
祖
な
れ
ば
、
自
ら
別
系
な
り
。
越
智
の
祖
伊
香
色
男
は
、
蓋
孝
元
帝
の
時
の
人
な
り
。

　
　
其
の
子
は
大
新
河
に
し
て
、
又
其
の
子
は
十
千
根
な
り
。
十
千
根
は
、
垂
仁
帝
の
時
、
物
部
連
の
尸
を
賜

　
　
は
り
て
、
物
部
氏
の
祖
と
な
れ
り
。
さ
れ
ば
孝
元
垂
仁
の
間
に
、
伊
豫
に
越
智
氏
の
領
國
す
で
に
定
ま
れ

　
　
る
な
る
べ
し
」
ト
云
ヘ
リ
。
又
「
男
子
爲
王
」
ハ
、
下
文
ニ
、
男
王
卑
彌
弓
呼
ト
ア
ル
ニ
由
リ
テ
、
日
韓

　
　
古
史
斷
ハ
、
卑
彌
弓
ヲ
日
子






ト
讀
ミ
テ
、
「
伊
豫
國
造
の
皇
別
よ
り
出
で
ゝ
、
當
時
來
り
て
其
の
國
を
鎭

　
　
め
た
ま
へ
る
を
謂
ふ
に
似
た
り
。
越
智
氏
、
武
臣
と
し
て
、
世
々
王
子
王
孫
を
奉
戴
し
て
、
地
方
を
綏
撫

　
　
せ
し
も
の
と
思
は
る
」
ト
云
ヘ
リ
。
伊
豫
國
造
ハ
、
古
事
記
ニ
「
神
八
井
耳
命
者
、
伊
余
國
造
等
之
祖
也

　
　
」
、
國
造
本
紀
ニ
「
伊
余
國
造
、
志
賀
高
穴
穗
朝
御
世
、
印
幡
國
造
祖
敷
桁
彦








命
男
速
後
上
命
定
賜
國
造
」

　
　
ト
ア
ル
者
ニ
テ
、
古
史
斷
ニ
ハ
、
栗
田
寛
氏
ノ
考
ヲ
引
キ
テ
「
こ
の
國
造
は
、
成
務
帝
時
に
定
ま
れ
る
に

　
　
あ
ら
ず
、
早
く
崇
神
帝
の
朝
に
賜
は
り
し
な
ら
ん
」
ト
云
ヘ
リ
。
此
等
ノ
説
、
イ
ト
巧
ニ
ハ
辨
ゼ
ラ
レ
タ
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レ
ド
モ
、
想
像
ニ
成
レ
ル
事
多
ク
テ
、
確
證
少
ケ
レ
バ
、
慥
ナ
ル
事
ハ
知
リ
難
シ
。

と
評
せ
ら
れ
、
那
珂
氏
自
身
は
狗
奴
國
に
就
き
て
別
に
意
見
を
示
さ
れ
ざ
り
き
。

　
此
の
如
く
從
來
の
學
者
が
狗
奴
國
を
九
州
以
外
に
置
き
て
毫
も
之
を
怪
ま
ざ
り
し
は
、
『
魏
志
』
の
本
文
を

精
讀
せ
ず
し
て
、
專
ら
『
後
漢
書
』
の
文
面
に
信
頼
し
た
る
に
因
る
な
り
。
學
者
若
し
余
輩
の
言
を
疑
は
ゞ
試

に
左
に
引
用
す
る
『
魏
志
』
の
本
文
を
熟
讀
せ
よ
。

　
　
自
女
王
國
以
北
、
其
戸
數
道
里
可
略
載
、
其
餘
旁
國
、
遠
絶
不
可
得
詳
、
次
有
斯
馬
國
、
（
中
略
）
次
有

　
　
奴
國
、
此
女
王
境
界
所
盡
、
其
南
有
狗
奴
國
、
男
子
爲
王
、
其
官
有
狗
古
智
卑
狗
、
不
屬
女
王
、
（
中
略
）

　
　
女
王
國
東
渡
海
千
餘
里
、
復
有
國
、
皆
倭
種
、
又
有
侏
儒
國
、
在
其
南
、
人
長
三
四
尺
、
去
女
王
四
千
餘

　
　
里
、
又
有
裸
國
黒
齒
國
、
復
在
其
東
南
、
船
行
一
年
可
至
。

　
此
の
中
「
女
王
國
東
渡
海
云
々
」
以
上
の
文
意
を
案
ず
る
に
、
末
盧
、
伊
都
、
奴
、
不
彌
、
投
馬
諸
國
の
戸

數
道
程
は
前
文
の
如
く
之
を
略
載
し
得
べ
け
れ
ど
も
、
其
餘
の
傍
國
に
就
い
て
は
、
詳
な
る
こ
と
知
る
べ
か
ら

ず
。
然
れ
ど
も
斯
馬
國
以
下
奴
國
に
至
る
十
七
ヶ
國
あ
り
て
、
而
し
て
奴
國
は
女
王
界
の
盡
く
る
所
に
位
す
。

又
女
王
國
の
南
に
は
狗
奴
國
あ
り
て
、
男
子
を
王
と
し
、
女
王
に
屬
せ
ず
、
と
云
ふ
趣
に
解
せ
ら
る
。
さ
れ
ば

倭
國
即
ち
九
州
の
全
部
は
、
女
王
の
所
領
に
あ
ら
ず
し
て
、
そ
の
南
部
は
狗
奴
國
の
版
圖
に
屬
せ
し
な
り
。
然

る
に
『
後
漢
書
』
の
編
者
范
曄
は
上
段
掲
載
の
文
面
に
據
り
、
而
も
大
に
之
を
省
略
し
て
、
左
の
如
き
文
を
な

せ
り
。

　
　
自
女
王
國
東
度
海
千
餘
里
、
至
拘
奴
國
、
雖
皆
倭
種
、
而
不
屬
女
王
、
自
女
王
國
南
四
千
餘
里
、
至
朱
儒
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國
、
人
長
三
四
尺
、
自
朱
儒
東
南
行
船
一
年
、
至
裸
國
黒
齒
國
、
使
驛
所
傳
極
於
此
矣
。

　
『
後
漢
書
』
の
此
文
を
以
て
『
魏
志
』
の
本
文
に
對
照
す
る
と
き
は
、
前
者
が
後
者
を
剽
竊
踏
襲
し
た
る
形

跡
、
顯
然
と
し
亦
敝
ふ
べ
か
ら
ず
。
然
る
に
獨
り
怪
む
べ
き
は
、
『
後
漢
書
』
が
『
魏
志
』
の
原
文
に
女
王
國

の
南
に
あ
り
と
せ
る
狗
奴
國
を
擅
に
移
し
て
、
女
王
國
の
東
方
千
餘
里
の
處
に
あ
り
と
記
せ
る
倭
種
の
住
地
に

置
か
る
る
こ
と
是
な
り
。
こ
れ
正
し
く
原
書
の
意
と
背
馳
し
、
誤
謬
を
後
世
に
傳
へ
た
る
も
の
と
謂
ふ
べ
く
、

本
朝
の
史
家
が
女
王
國
の
方
位
に
就
い
て
正
當
の
解
釋
を
得
ざ
り
し
は
、
全
く
此
曲
筆
に
基
く
。
然
れ
ど
も
更

に
之
を
考
ふ
る
に
、
『
後
漢
書
』
が
此
の
如
き
杜
撰
の
文
を
構
成
せ
る
は
、
決
し
て
不
注
意
よ
り
起
り
し
偶
然

の
誤
謬
に
あ
ら
ず
、
實
は
范
曄
が
『
魏
志
』
の
本
文
を
誤
解
し
た
る
に
因
る
な
り
。
然
ら
ば
編
者
は
如
何
に
此

の
本
文
を
誤
解
し
た
る
か
と
云
ふ
に
、
『
魏
志
』
に
女
王
國
よ
り
以
北
に
あ
る
國
々
の
戸
數
道
里
は
略
載
す
べ

し
と
あ
る
に
誘
は
れ
て
、
其
下
文
に
そ
の
餘
の
旁
國
遠
絶
に
し
て
詳
に
知
る
べ
か
ら
ず
と
あ
る
を
、
ひ
た
ぶ
る

に
女
王
國
以
南
の
國
々
と
思
ひ
込
み
し
な
り
。
『
魏
志
』
に
「
次
有
奴
國
、
此
女
王
境
界
所
盡
」
と
あ
る
文
面

は
、
必
し
も
之
を
女
王
國
の
極
南
に
あ
り
と
云
ふ
意
に
取
る
べ
か
ら
ざ
る
を
、
『
後
漢
書
』
は
實
に
之
を
か
く

思
惟
し
た
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
奴
國
は
ま
た
倭
國
即
ち
九
州
全
島
の
極
南
界
に
あ
り
と
誤
解
せ
り
。
其
徴
は

同
書
倭
國
傳
に

　
　
建
武
中
元
二
年
、
倭
奴
國
奉
貢
朝
賀
、
使
人
自
稱
大
夫
、
倭
國
之
極
南
界
也
。

と
あ
る
是
な
り
。
此
の
倭
奴
國
は
三
宅
博
士
が
既
に
説
け
る
が
如
く
、
伊
都
國
の
東
な
る
奴
國
即
ち
國
史
の
儺

縣
な
る
を
、
范
曄
は
『
魏
志
』
が
旁
國
と
し
て
列
擧
せ
る
十
七
ヶ
國
の
末
尾
に
見
え
た
る
奴
國
と
誤
解
し
た
る
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な
り
。
故
に
范
曄
は
『
魏
志
』
載
す
る
二
ヶ
處
の
奴
國
を
一
國
と
誤
り
、
而
も
之
を
女
王
國
の
極
南
界
即
ち
倭

國
の
極
南
界
に
あ
り
と
見
た
り
し
な
り
。
編
者
已
に
奴
國
を
倭
國
の
極
南
界
に
あ
り
と
思
惟
せ
し
か
ば
、
『
魏

志
』
に
、
「
其
南
有
狗
奴
國
」
と
あ
る
文
面
に
逢
着
し
て
、
狗
奴
國
の
方
位
遂
に
解
す
べ
か
ら
ざ
る
こ
と
と
な

り
ぬ
。
因
て
范
曄
は
之
を
以
て
陳
壽
の
誤
謬
と
斷
定
し
、
適
〻
『
魏
志
』
の
下
文
に
「
女
王
國
東
渡
海
千
餘
里
、

復
有
國
、
皆
倭
種
」
と
あ
る
に
思
ひ
つ
き
て
、
狗
奴
國
を
之
と
連
結
せ
し
め
、
「
自
女
王
國
東
度
海
千
餘
里
、

至
拘
奴
國
、
雖
皆
倭
種
、
而
不
屬
女
王
」
と
あ
る
文
を
結
構
せ
る
な
り
。
『
魏
志
』
の
文
を
熟
讀
す
る
に
、
漢

魏
時
代
に
倭
國
と
云
ふ
は
主
と
し
て
九
州
地
方
を
指
し
し
も
の
に
て
、
此
島
よ
り
以
東
に
位
す
る
四
國
あ
た
り

は
、
未
だ
倭
國
の
範
圍
に
包
含
せ
し
め
ざ
り
し
も
の
の
如
し
。
さ
れ
ば
こ
そ
上
文
に
見
ゆ
る
如
く
「
復
有
國
、

皆
倭
種
」
と
の
み
云
ひ
て
、
其
國
名
を
擧
げ
ざ
り
し
な
れ
。
故
に
女
王
國
の
東
な
る
倭
種
の
國
よ
り
以
下
裸
國

黒
齒
國
の
事
を
記
せ
る
一
段
は
、
已
に
倭
國
即
ち
九
州
に
據
れ
る
女
王
國
及
狗
奴
國
の
事
を
敍
し
去
り
し
後
に
、

其
處
よ
り
絶
遠
な
る
國
々
の
事
を
附
記
せ
る
な
り
。
倭
國
即
ち
九
州
内
に
於
て
は
魏
使
が
通
行
せ
し
沿
道
の
國

は
更
な
り
、
絶
遠
の
國
々
と
雖
も
、
猶
其
名
稱
だ
け
は
聞
き
傳
へ
た
れ
ど
、
女
王
國
の
東
方
千
餘
里
の
外
に
僻

在
せ
る
孤
島
に
就
い
て
は
、
其
の
住
民
の
倭
種
た
る
を
幽
か
に
聞
き
得
た
る
の
み
に
て
、
其
國
の
何
と
呼
び
け

ん
、
名
稱
さ
へ
も
定
か
に
知
ら
れ
ざ
り
し
な
り
。
之
に
反
し
て
狗
奴
國
は
倭
國
の
南
部
に
據
り
て
、
女
王
國
と

土
壤
を
接
し
た
れ
ば
こ
そ
、
其
王
の
卑
彌
弓
呼
た
る
こ
と
も
、
其
官
の
狗
古
智
卑
狗
た
る
こ
と
も
、
ま
た
其
國

が
女
王
國
と
相
攻
伐
し
た
る
こ
と
も
、
よ
く
魏
國
に
知
ら
れ
た
る
な
れ
。
此
の
如
く
魏
人
に
熟
知
せ
ら
れ
た
る

狗
奴
國
を
以
て
、
王
名
官
名
は
更
な
り
、
國
名
さ
へ
も
知
ら
ざ
り
し
、
東
方
絶
遠
の
倭
種
國
に
當
て
た
る
『
後
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漢
書
』
の
著
者
は
、
全
く
『
魏
志
』
の
文
面
を
了
解
せ
ざ
り
し
も
の
と
謂
ふ
べ
し
。

　
若
し
も
以
上
の
推
論
に
誤
謬
な
し
と
す
れ
ば
、
後
漢
末
よ
り
三
國
時
代
に
亙
り
て
、
倭
國
即
ち
九
州
全
島
は

南
北
の
二
大
國
に
分
裂
し
、
北
部
は
女
王
國
の
所
領
と
し
、
南
部
は
狗
奴
國
の
版
圖
と
し
て
、
兩
々
相
對
峙
し

久
し
く
相
讓
ら
ざ
る
形
勢
を
な
し
し
な
り
。
然
る
に
魏
の
正
始
八
年
に
至
り
、
女
王
國
と
狗
奴
國
と
の
間
に
戰

鬪
起
り
、
女
王
卑
彌
呼
は
此
亂
中
に
沒
し
た
り
と
見
ゆ
れ
ば
、
此
戰
爭
が
女
王
國
の
敗
北
に
終
れ
る
こ
と
と
察

す
べ
し
。
狗
奴
國
が
倭
國
の
南
部
に
據
り
て
、
而
も
此
の
如
く
強
勇
な
り
し
を
以
て
之
を
觀
れ
ば
、
此
國
こ
そ

實
に
國
史
の
所
謂
熊
襲
國
に
當
つ
べ
き
も
の
な
れ
。
而
し
て
熊
襲
の
領
土
は
大
隅
を
中
心
と
し
て
、
薩
摩
日
向

の
大
部
分
を
包
括
し
た
れ
ば
、
三
國
時
代
に
於
け
る
狗
奴
國
の
境
域
も
、
殆
ど
之
と
同
一
な
り
し
と
見
て
不
可

な
か
る
べ
し
。
從
つ
て
此
國
と
對
抗
し
た
る
女
王
國
の
領
地
が
豐
、
肥
、
筑
前
後
六
國
に
跨
り
た
る
こ
と
亦
察

す
る
に
難
か
ら
ず
。
而
し
て
女
王
の
都
邪
馬
臺
國
の
位
置
は
此
形
勢
に
鑑
み
、
又
『
魏
志
』
に
載
す
る
所
の
里

數
、
日
數
及
行
路
の
状
況
を
參
酌
し
て
、
其
全
領
域
の
西
南
部
に
あ
り
し
こ
と
、
余
輩
の
安
ん
じ
て
斷
言
し
得

る
所
な
り
。

　
既
に
前
に
も
述
べ
た
る
が
如
く
、
『
魏
志
』
倭
人
傳
に
示
せ
る
方
向
は
、
處
に
よ
り
て
些
少
の
誤
謬
あ
る
を

免
れ
ざ
れ
ど
も
、
大
體
に
於
い
て
正
確
を
失
は
ざ
れ
ば
、
奴
國
不
彌
國
等
よ
り
南
方
に
あ
り
と
明
記
せ
ら
れ
た

る
邪
馬
臺
國
が
、
筑
前
よ
り
南
方
に
位
せ
し
は
明
な
り
。
又
不
彌
國
よ
り
邪
馬
臺
國
に
至
る
に
、
水
行
三
十
日

陸
行
一
日
總
べ
て
三
十
一
日
を
要
せ
し
と
あ
る
は
、
過
多
に
失
す
る
嫌
あ
れ
ど
も
、
魏
國
の
使
者
が
實
際
陸
行

し
て
水
行
せ
ざ
り
し
な
ら
ん
に
は
、
何
が
故
に
此
く
虚
報
を
作
爲
す
る
必
要
あ
り
し
か
、
余
輩
は
其
理
由
を
見
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出
す
こ
と
能
は
ざ
る
が
故
に
、
此
記
事
に
よ
り
て
、
使
者
が
有
明
の
内
海
を
航
行
せ
し
も
の
と
斷
定
し
て
不
可

な
き
を
信
ず
。
又
邪
馬
臺
國
の
南
に
狗
奴
國
と
稱
す
る
大
國
あ
り
て
、
女
王
國
と
拮
抗
せ
し
こ
と
は
、
前
文
已

に
之
を
説
き
盡
し
た
り
と
思
惟
す
。
余
輩
は
以
上
三
個
の
理
由
に
よ
り
て
、
女
王
の
領
土
は
九
州
の
北
半
に
跨

が
り
、
而
し
て
其
都
邪
馬
臺
國
は
此
全
版
圖
の
西
南
部
即
ち
肥
後
國
の
内
に
あ
る
べ
き
を
信
ぜ
ん
と
欲
す
。
女

王
の
都
已
に
肥
後
の
内
に
あ
り
と
一
決
せ
ば
、
こ
ゝ
に
二
個
の
疑
問
は
提
出
せ
ら
る
べ
し
。
曰
は
く
帶
方
郡
よ

り
邪
馬
臺
國
に
至
る
實
際
の
里
程
は
三
百
三
、
四
十
里
に
て
、
之
を
後
漢
建
武
の
銅
尺
に
て
計
算
す
れ
ば
、
約

三
千
一
百
里
を
出
で
ざ
る
距
離
な
る
に
、
『
魏
志
』
が
之
を
一
萬
二
千
餘
里
と
計
上
し
た
る
は
何
故
な
る
か
。

曰
は
く
不
彌
國
よ
り
邪
馬
臺
國
に
至
る
實
際
の
道
程
は
三
、
四
十
里
の
間
に
出
入
す
る
短
距
離
な
る
に
、
『
魏

志
』
が
之
を
三
十
一
日
程
と
明
記
せ
る
は
何
故
な
る
か
。
余
輩
の
議
論
を
し
て
確
實
な
ら
し
む
る
に
は
、
尚
ほ

此
等
の
疑
問
に
對
し
て
合
理
的
の
説
明
を
與
ふ
る
必
要
あ
り
。

　
此
等
の
疑
問
を
解
決
す
る
に
方
り
て
、
ま
づ
第
一
に
研
究
す
べ
き
は
、
『
魏
志
』
が
帶
方
郡
と
邪
馬
臺
國
と

の
距
離
と
し
て
與
へ
た
る
一
萬
二
千
餘
里
な
る
も
の
が
、
果
し
て
當
時
の
標
準
里
に
由
れ
る
も
の
な
り
や
否
や

の
事
是
な
り
。
漢
土
に
行
は
れ
た
る
尺
度
の
制
を
案
ず
る
に
、
時
代
に
よ
り
て
多
少
の
長
短
あ
り
し
と
雖
も
、

其
一
里
は
我
が
三
町
五
十
一
間
よ
り
四
、
五
町
の
間
に
出
入
し
、
曾
て
『
魏
志
』
倭
人
傳
に
見
え
た
る
が
如
き

短
少
の
里
程
制
度
あ
り
し
を
聞
か
ず
。
然
れ
ど
も
『
魏
志
』
が
此
處
に
示
せ
る
里
數
は
處
に
よ
り
て
伸
縮
を
見

る
も
、
其
全
道
程
を
通
じ
て
悉
く
普
通
の
標
準
里
よ
り
も
短
少
な
る
が
故
に
、
或
は
之
を
以
て
魏
時
代
に
行
は

れ
た
る
制
度
な
り
し
と
思
惟
す
る
者
な
し
と
も
保
し
難
し
。
因
て
余
輩
は
『
魏
志
』
が
他
の
處
に
示
せ
る
里
程
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を
考
究
し
て
、
そ
の
果
し
て
倭
人
傳
に
與
へ
た
る
里
程
と
吻
合
す
る
や
否
や
を
見
ん
と
す
。
『
魏
志
』
卷
三
〇

高
勾
麗
傳
を
案
ず
る
に

　
　
高
勾
麗
在
遼
東
之
東
千
里
、
南
與
朝
鮮
濊
貊
、
東
與
沃
沮
、
北
與
夫
餘
接
、
都
於
丸
都
之
下
。

と
あ
り
。
遼
東
郡
治
は
今
の
遼
陽
附
近
に
し
て
、
高
勾
麗
の
都
、
丸
都
城
は
今
の
輯
安
縣
石
板
嶺
の
麓
に
當
た

れ
ば
、
其
間
の
距
離
は
我
が
九
十
里
と
百
里
と
の
間
に
あ
り
。
然
れ
ば
『
魏
志
』
が
高
勾
麗
傳
に
記
せ
る
千
里

は
普
通
の
標
準
里
に
よ
れ
る
も
の
と
見
る
べ
く
、
而
し
て
倭
人
傳
に
示
せ
る
里
程
と
合
せ
ず
。
又
同
書
夫
餘
傳

に
よ
れ
ば
、
夫
餘
は
玄
菟
の
北
千
里
の
處
に
あ
り
と
記
せ
り
。
玄
菟
郡
治
は
今
の
奉
天
近
傍
に
て
、
夫
餘
の
都

城
は
今
の
農
安
、
長
春
の
あ
た
り
に
あ
り
し
と
思
は
る
れ
ば
、
そ
の
間
の
距
離
は
大
約
我
が
百
里
も
あ
る
べ
し
。

然
れ
ば
此
處
に
示
せ
る
『
魏
志
』
の
里
數
も
ま
た
普
通
の
標
準
里
に
よ
り
計
算
せ
し
や
明
か
な
り
。
又
『
三
國

志
』
卷
四
七
呉
王
傳
嘉
禾
二
年
の
條
に
引
用
せ
る
『
呉
書
』
に
「
玄
菟
郡
在
遼
東
北
、
相
去
二
百
里
」
と
あ
り
。

遼
東
郡
は
今
の
遼
陽
附
近
に
位
し
、
玄
菟
郡
は
今
の
奉
天
附
近
に
治
し
た
れ
ば
、
そ
の
間
大
約
我
が
十
七
里
な

り
。
又
同
處
に
呉
國
の
使
者
秦
旦
、
張
群
、
杜
徳
、
黄
疆
等
が
玄
菟
郡
よ
り
逃
れ
て
、
高
勾
麗
に
走
れ
る
時
に
、

初
に
六
、
七
百
里
を
行
き
、
後
に
數
日
を
費
し
て
、
高
勾
麗
王
宮
の
都
、
即
ち
丸
都
城
に
達
せ
り
と
あ
り
。
玄

菟
郡
よ
り
丸
都
ま
で
は
大
約
我
が
九
十
餘
里
な
り
。
又
『
魏
志
』
卷
三
〇
韓
傳
を
見
る
に

　
　
韓
在
帶
方
之
南
、
東
西
以
海
爲
限
、
南
與
倭
接
、
方
可
四
千
里
、
有
三
種
、
一
曰
馬
韓
、
二
曰
辰
韓
、
三

　
　
曰
弁
韓
。

と
あ
り
。
三
韓
の
地
は
今
の
慶
尚
、
全
羅
、
忠
清
三
道
を
包
括
せ
り
。
此
地
域
の
周
𢌞
に
つ
き
、
今
精
細
な
る
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里
數
を
擧
ぐ
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ど
も
、
地
圖
の
上
に
て
之
を
概
算
す
る
に
、
蓋
し
我
が
三
百
里
を
下
ら
ざ
る
べ

し
。
又
同
書
鮮
卑
傳
檀
石
廆
の
領
域
を
記
せ
る
處
に

　
　
北
拒
丁
令
、
東
却
夫
餘
、
西
撃
烏
孫
、
盡
據
匈
奴
故
地
、
東
西
萬
二
千
餘
里
、
南
北
七
千
餘
里
。

と
あ
り
。
夫
餘
は
今
の
農
安
長
春
の
南
北
に
據
り
、
烏
孫
は
今
の
天
山
の
西
部
に
住
み
、
其
間
大
約
我
が
千
里

を
距
つ
。
此
の
如
く
『
魏
志
』
・
『
呉
志
』
等
、
倭
人
傳
以
外
の
處
に
擧
げ
た
る
里
數
は
、
大
概
普
通
の
標
準

里
に
該
當
し
、
一
と
し
て
倭
人
傳
中
帶
方
郡
よ
り
邪
馬
臺
國
に
至
る
處
に
示
せ
る
が
如
き
短
少
な
る
里
數
に
あ

ら
ず
。
又
更
に
『
魏
志
』
倭
人
傳
中
に
記
せ
る
里
程
を
考
究
す
る
に
、
帶
方
郡
よ
り
邪
馬
臺
國
に
至
る
道
程
の

み
が
、
甚
し
き
短
里
に
て
一
萬
二
千
餘
里
と
云
ふ
大
數
と
な
り
居
れ
ど
も
、
魏
の
使
者
が
通
行
せ
ざ
る
、
即
ち

沿
道
以
外
の
處
に
係
る
里
程
が
、
之
に
反
し
て
普
通
の
標
準
里
に
よ
れ
る
が
如
く
思
は
る
る
は
、
大
に
注
意
を

要
す
べ
き
點
な
り
と
す
。
例
へ
ば
倭
人
傳
に
よ
れ
ば
、
一
支
國
は
方
三
百
里
と
な
り
、
而
し
て
伊
能
忠
敬
の
實

測
録
に
此
島
の
沿
海
周
𢌞
は
三
十
五
里
十
五
丁
五
十
九
間
半
と
あ
れ
ば
、
『
魏
志
』
の
之
を
三
百
里
と
云
へ
る

は
、
大
か
た
標
準
里
に
違
は
ず
。
又
『
魏
志
』
は
倭
國
の
周
𢌞
を
記
し
て
「
周
旋
可
五
千
餘
里
」
と
い
へ
り
。

實
測
録
に
よ
れ
ば
、
九
州
の
沿
海
周
𢌞
は
八
百
六
十
里
七
町
四
十
九
間
半
と
あ
り
。
此
里
數
は
沿
岸
の
灣
曲
せ

る
部
分
を
も
、
精
細
に
實
測
し
た
る
結
果
な
れ
ど
も
、
『
魏
志
』
の
擧
ぐ
る
所
は
、
沿
岸
の
概
略
を
目
算
し
た

る
も
の
な
れ
ば
、
か
の
五
千
餘
里
と
い
へ
る
も
、
大
方
實
際
に
か
な
へ
り
。
此
の
如
く
倭
人
傳
に
一
支
及
倭
國

の
周
𢌞
を
言
へ
る
所
は
、
當
時
の
標
準
里
に
合
す
る
に
反
し
て
、
獨
り
對
馬
島
の
周
圍
を
記
し
て
「
方
可
四
百

餘
里
」
と
あ
れ
ど
も
、
實
測
録
に
よ
れ
ば
、
上
之
島
の
沿
海
周
圍
五
十
里
一
十
四
町
二
十
一
間
半
、
下
之
島
の
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沿
海
周
𢌞
は
一
百
三
十
五
里
三
十
一
町
一
十
九
間
半
と
あ
れ
ば
、
兩
者
の
間
に
多
大
の
差
異
あ
り
。
思
ふ
に
傳

の
四
百
餘
里
と
い
へ
る
は
、
上
之
島
の
周
圍
を
の
み
擧
げ
た
る
に
は
あ
ら
ざ
る
か
。
然
ら
ざ
れ
ば
魏
の
使
者
の

誤
算
な
り
。
其
は
何
れ
に
し
て
も
、
『
魏
志
』
が
帶
方
郡
よ
り
邪
馬
臺
國
に
至
る
三
百
三
、
四
十
里
の
距
離
を

數
ふ
る
に
、
一
萬
二
千
餘
里
と
い
ふ
大
數
を
擧
げ
た
る
に
、
周
𢌞
百
八
十
餘
里
あ
る
對
馬
島
に
於
い
て
僅
に
四

百
餘
里
と
い
へ
る
は
、
甚
し
き
相
違
と
い
ふ
べ
し
。

　
以
上
考
證
せ
し
所
に
よ
り
て
知
ら
る
る
が
如
く
、
『
魏
志
』
・
『
呉
志
』
中
に
擧
げ
ら
れ
た
る
里
程
は
、
大

概
漢
時
代
の
標
準
里
に
合
す
る
の
み
な
ら
ず
、
『
魏
志
』
倭
人
傳
に
於
て
も
、
帶
方
郡
よ
り
邪
馬
臺
に
至
る
道

程
を
除
き
、
そ
の
他
の
處
に
記
せ
る
里
程
は
、
亦
標
準
里
に
比
し
て
大
差
な
き
を
見
る
。
然
る
に
獨
り
帶
方
よ

り
邪
馬
臺
に
至
る
道
程
に
限
り
、
古
今
に
比
類
な
き
短
里
を
以
て
計
上
し
、
一
萬
二
千
餘
里
と
い
ふ
大
數
を
表

出
し
た
る
は
、
大
に
怪
ま
ざ
る
を
得
ず
。
唯
に
里
數
に
於
い
て
過
大
な
る
の
み
な
ら
ず
、
日
數
を
擧
げ
た
る
所

に
於
い
て
も
、
其
里
程
の
短
距
離
な
る
に
照
合
し
て
、
亦
そ
の
過
多
な
る
に
驚
く
べ
し
。
已
に
里
數
に
於
い
て

當
時
の
制
度
に
合
せ
ず
、
ま
た
日
數
に
於
い
て
も
常
軌
を
逸
し
た
る
よ
り
之
を
考
ふ
れ
ば
、
魏
國
の
使
者
は
何

事
か
爲
に
す
る
所
あ
り
て
、
故
ら
に
里
數
日
數
を
誇
張
し
た
る
も
の
と
斷
定
せ
ざ
る
を
得
ず
。
若
し
も
魏
國
の

使
者
が
誠
實
に
一
定
の
標
準
を
立
て
、
之
に
依
り
て
道
程
を
計
上
せ
し
と
す
る
も
、
不
彌
國
よ
り
邪
馬
臺
國
に

至
る
一
千
三
百
餘
里
（
實
は
我
が
三
十
四
里
）
を
行
く
に
、
多
く
も
十
日
を
超
ゆ
べ
か
ら
ざ
る
に
、
水
陸
三
十

一
日
を
要
せ
し
と
云
ふ
は
甚
だ
多
き
に
過
ぎ
た
り
。
若
し
も
魏
國
の
天
子
が
使
者
の
採
用
せ
し
里
程
の
標
準
が
、

『
魏
志
』
に
記
す
が
如
き
短
少
な
る
を
知
り
た
ら
ん
に
は
、
爭
で
か
此
の
如
き
不
合
理
の
報
告
を
信
ず
べ
け
ん
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や
。
使
者
が
此
の
如
き
虚
僞
の
報
告
を
呈
し
て
、
恩
賞
に
預
ら
ん
こ
と
思
も
よ
ら
ず
、
必
ず
や
虚
妄
を
語
る
の

故
を
以
て
嚴
責
を
蒙
る
べ
き
な
り
。
然
れ
ど
も
若
し
も
使
者
が
當
初
よ
り
故
意
に
此
沿
道
の
里
數
日
數
を
誇
張

せ
し
も
の
と
す
れ
ば
、
決
し
て
さ
る
矛
盾
を
有
せ
ざ
る
な
り
。
何
と
な
れ
ば
後
漢
建
武
の
銅
尺
に
て
一
千
三
百

餘
里
は
、
大
約
我
が
百
四
十
里
に
當
れ
ば
、
之
を
行
く
に
三
十
一
日
を
要
せ
し
と
す
る
も
、
ま
た
必
ず
し
も
怪

ま
る
べ
き
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。

　
又
更
に
倭
人
傳
が
帶
方
郡
よ
り
邪
馬
臺
國
に
至
る
沿
道
紀
行
の
體
裁
を
視
る
に
、
帶
方
郡
よ
り
狗
邪
韓
國
に

至
る
ま
で
は
單
に
里
數
を
擧
げ
、
對
馬
、
一
支
、
末
盧
、
伊
都
、
不
彌
に
於
い
て
里
數
の
外
に
戸
數
及
官
名
を

擧
げ
た
る
に
、
投
馬
、
邪
馬
臺
に
於
い
て
は
、
戸
數
、
官
名
を
記
せ
る
は
上
記
諸
國
の
條
に
於
け
る
が
如
く
な

れ
ど
も
、
此
處
に
限
り
里
數
の
代
り
に
日
數
を
擧
げ
た
り
。
凡
そ
漢
土
の
紀
行
文
を
見
る
に
、
日
數
の
み
を
擧

げ
た
る
場
合
に
は
、
多
く
里
數
を
省
け
り
。
是
れ
蓋
し
正
確
な
る
里
數
を
知
る
こ
と
能
は
ざ
る
が
故
な
り
。
然

る
に
倭
人
傳
に
於
い
て
は
、
帶
方
郡
よ
り
邪
馬
臺
に
至
る
里
程
は
一
萬
二
千
餘
里
と
計
上
し
、
而
し
て
帶
方
よ

り
不
彌
國
ま
で
は
一
萬
七
百
餘
里
と
知
ら
れ
た
れ
ば
、
か
の
一
萬
二
千
餘
里
よ
り
こ
の
一
萬
七
百
餘
里
を
差
し

引
き
て
得
た
る
一
千
三
百
餘
里
が
、
即
ち
不
彌
國
よ
り
邪
馬
臺
國
に
至
る
里
程
な
る
は
、
當
時
魏
の
使
者
が
必

ず
熟
知
せ
る
事
な
り
。
然
る
に
不
彌
國
よ
り
投
馬
國
に
至
る
行
程
と
、
投
馬
國
よ
り
邪
馬
臺
國
に
至
る
行
程
と

に
於
い
て
の
み
、
日
數
を
記
し
て
里
數
を
擧
げ
ず
。
論
者
或
は
云
は
ん
、
此
の
二
國
は
帶
方
郡
よ
り
絶
遠
の
地

に
位
す
る
が
故
に
、
此
等
諸
國
相
互
の
距
離
に
就
き
て
明
確
な
る
知
識
を
有
せ
ざ
り
し
が
故
な
ら
ん
と
。
然
れ

ど
も
傳
中
に
は
投
馬
、
邪
馬
臺
二
國
に
於
て
も
、
他
の
諸
國
の
如
く
に
、
官
名
、
戸
數
を
記
し
た
る
の
み
な
ら
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ず
、
帶
方
郡
よ
り
邪
馬
臺
に
至
る
總
里
數
を
も
記
し
た
る
程
な
れ
ば
、
不
彌
よ
り
投
馬
、
投
馬
よ
り
邪
馬
臺
に

至
る
距
離
が
計
算
せ
ら
れ
ざ
る
理
あ
る
べ
か
ら
ず
。
但
し
此
紀
行
が
實
際
を
誠
實
に
敍
し
た
る
も
の
と
す
れ
ば
、

里
數
の
代
り
に
日
數
を
擧
げ
た
る
ま
で
な
り
と
解
し
去
る
べ
き
な
れ
ど
も
、
若
し
も
此
行
程
が
故
意
に
誇
張
せ

ら
れ
し
も
の
と
す
れ
ば
、
不
彌
國
よ
り
以
下
邪
馬
臺
國
に
至
る
行
程
を
示
す
に
、
里
數
の
代
り
に
日
數
を
用
ゐ

た
る
は
、
大
に
要
意
苦
心
の
存
す
る
所
な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
傳
に
よ
れ
ば
帶
方
郡
よ
り
邪
馬
臺
國
に
至
る
道

程
を
一
萬
二
千
餘
里
と
な
す
。
試
に
此
里
數
を
虚
心
平
氣
に
考
へ
ん
か
、
如
何
に
東
國
の
地
理
に
暗
き
魏
人
と

雖
も
、
其
里
數
の
多
大
な
る
に
疑
惑
の
念
を
起
す
べ
し
。
是
に
於
て
か
此
報
告
を
作
り
し
も
の
は
、
務
め
て
此

疑
念
を
杜
絶
す
る
道
を
講
ず
る
必
要
あ
り
。
故
に
使
者
は
此
道
程
の
計
算
に
誤
り
な
き
を
證
せ
ん
と
欲
し
、
不

彌
國
よ
り
邪
馬
臺
國
ま
で
は
日
數
を
明
載
し
、
又
そ
れ
と
共
に
此
間
の
距
離
が
一
千
三
百
餘
里
な
る
こ
と
を
間

接
に
現
は
し
、
從
つ
て
一
日
の
行
程
平
均
我
が
四
、
五
里
な
り
し
こ
と
を
暗
示
せ
り
。
若
し
も
此
の
如
く
に
、

倭
人
傳
の
行
程
を
解
釋
す
る
と
き
は
、
不
彌
國
よ
り
邪
馬
臺
國
に
至
る
に
日
數
に
て
三
十
一
日
、
里
數
に
て
一

千
三
百
餘
里
と
計
上
す
る
も
、
余
輩
が
邪
馬
臺
國
を
肥
後
の
内
に
置
く
結
論
と
牴
觸
せ
ざ
る
を
悟
る
べ
し
。
今

日
に
傳
は
れ
る
『
魏
志
』
の
倭
人
傳
に
よ
れ
ば
、
不
彌
國
よ
り
投
馬
國
ま
で
水
行
二
十
日
、
投
馬
國
よ
り
邪
馬

臺
國
ま
で
水
行
十
日
、
陸
行
一
月
と
あ
り
。
若
し
此
明
文
の
如
く
ん
ば
、
不
彌
國
よ
り
邪
馬
臺
國
に
至
る
一
千

三
百
餘
里
を
行
く
に
六
十
一
日
を
要
し
、
一
日
進
行
の
道
程
は
平
均
我
が
二
里
乃
至
二
里
半
と
な
る
べ
し
。
虚

僞
の
報
告
を
作
る
に
苦
心
せ
し
魏
の
使
者
が
、
何
の
爲
に
か
此
の
如
き
見
や
す
き
破
綻
を
示
し
て
、
自
ら
恥
辱

を
招
く
愚
を
な
さ
ん
や
。
更
に
思
ふ
に
、
不
彌
國
よ
り
水
行
三
十
日
の
道
程
に
於
い
て
す
ら
、
使
者
が
寄
泊
せ
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し
投
馬
國
の
名
を
擧
げ
た
る
に
、
邪
馬
臺
に
至
る
陸
行
一
月
の
沿
道
に
於
い
て
、
一
國
の
名
稱
を
だ
に
記
さ
ざ

る
は
、
理
に
於
て
然
る
べ
か
ら
ず
。
余
輩
は
此
等
の
理
由
に
よ
り
て
、
『
魏
志
』
に
一
月
と
あ
る
は
一
日
の
誤

寫
な
り
と
云
ふ
先
輩
の
意
見
に
贊
同
す
。

　
以
上
地
理
上
の
考
證
に
よ
り
て
、
女
王
の
都
せ
し
邪
馬
臺
國
は
肥
後
の
國
内
に
あ
り
て
、
其
領
土
は
九
州
の

北
半
に
亙
り
た
り
と
思
は
る
る
が
故
に
、
之
と
對
抗
し
て
而
も
之
を
敗
北
せ
し
め
た
る
狗
奴
國
も
、
亦
決
し
て

小
國
に
あ
ら
ざ
り
し
な
り
。
狗
奴
國
の
所
在
及
其
版
圖
の
區
域
に
就
き
て
は
、
倭
人
傳
に
明
記
す
る
所
な
け
れ

ば
、
之
を
精
細
に
述
ぶ
る
こ
と
能
は
ざ
れ
ど
も
、
此
國
が
女
王
國
の
敵
國
に
し
て
、
九
州
の
南
部
を
占
領
し
た

る
形
勢
よ
り
之
を
判
ず
る
に
、
蓋
し
國
史
に
傳
は
れ
る
熊
襲
の
如
き
地
位
を
有
せ
る
も
の
な
ら
ん
。
而
し
て
女

王
の
名
卑
彌
呼
及
狗
奴
國
の
名
卑
彌
弓
呼
は
、
ま
た
此
二
王
の
九
州
に
於
け
る
大
君
主
に
し
て
、
決
し
て
一
小

地
方
に
割
據
せ
る
酋
長
に
あ
ら
ざ
り
し
を
示
す
も
の
な
り
。
女
王
卑
彌
呼
の
名
義
に
就
い
て
は
、
古
來
種
々
の

解
釋
あ
り
て
、
未
だ
一
定
せ
ざ
る
が
如
し
。
松
下
見
林
は
其
著
『
異
稱
日
本
傳
』
卷
上
に
於
い
て
「
卑

彌

呼

者

神
功
皇
后
御
名
氣
長
足
姫
尊
故
訛
云
然
」
と
説
か
れ
た
れ
ば
、
氏
は
卑

彌

呼

を
姫
尊
の
轉
訛
と
見
た
る
な
り
。

然
る
に
本
居
宣
長
は
此
解
釋
に
從
は
ず
し
て
、
更
に
之
を
姫
兒





の
對
譯
と
説
け
り
。
而
し
て
此
解
釋
の
當
を
得

ざ
る
こ
と
は
、
那
珂
氏
の
『
外
交
繹
史
』
卷
二
八
魏
志
倭
人
傳
に
精
は
し
く
論
ぜ
ら
れ
た
れ
ば
、
左
に
そ
の
一

節
を
引
用
す
べ
し
。

　
　
卑
彌
呼
ハ
、
熊
曾
ノ
女
酋
ノ
名
ナ
リ
。
馭
戎
慨
言
ニ
「
一
女
子
云
々
と
は
、
ま
さ
し
く
息
長
帶
姫
尊
の
御

　
　
事
を
三
韓
な
ど
よ
り
ひ
か
こ
と
ま
じ
り
に
傳
へ
聞
奉
り
て
か
け
る
も
の
也
。
卑
彌
呼
は
、
姫
兒





と
申
す
事
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に
て
、
神
代
卷
に
火
之
戸
幡
姫
兒

















千
々
姫




命

ま
た
萬
幡
姫
兒










玉
依
姫








命
な
ど
あ
る
姫
兒
に
同
じ
。
姫
を
比

　
　
彌

と
い
へ
る
例
も
、
古
き
ふ
み
に
見
え
た
り
。
さ
れ
ば
こ
そ
た
ふ
と
み
て
、
御
國
人
の
つ
ね
に
か
く
申
せ

　
　
し
を
、
韓
人






な
ど
の
聞
て
傳
へ
し
を
、
御
名
と
心
得
し
な
る
べ
し
」
、
中
外
經
緯
傳
モ
コ
ノ
説
ニ
從
ヒ
、

　
　
「
姫
と
卑
彌
と
通
は
し
云
へ
る
も
、
古
言
な
り
。
釋
日
本
紀
に
引
れ
た
る
上
宮
紀
に
、
皇
女
た
ち
の
中
に
、

　
　
某
比
賣
と
申
せ
る
中
に
、
大
中
比
彌
、
田
宮
中
比
彌
、
阿
那
爾
比
彌
、
布
利
比
彌
命
、
ま
た
上
宮
聖
徳
法

　
　
王
帝
説
の
中
に
載
た
る
古
文
に
、
吉
多
斯
比
彌
乃
彌
己
等
、
加
斯
支
移
比
彌
乃
彌
己
等
な
ど
、
な
ほ
あ
り
。

　
　
神
名
式
阿
波
國
に
、
波
爾
移
麻
比
彌
神
社
と
も
見
え
た
り
。
今
按
る
に
、
當
時
皇
后
よ
ろ
づ
ま
つ
り
ご
ち

　
　
て
お
は
し
ま
し
け
れ
ど
、
實
に
は
、
お
の
づ
か
ら
應
神
天
皇
の
御
世
な
れ
ば
、
し
か
す
が
に
皇
后
の
御
事

　
　
を
須
賣
良
美
古
登
と
申
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。
故
別
に
崇
め
て
比
味
呼
と
申
奉
れ
る
を
、
女
子
の
天
皇
に
て

　
　
お
は
す
御
名
と
心
得
て
、
然
は
記
せ
る
も
の
な
り
け
り
」
ト
ア
リ
。
サ
レ
ド
モ
、
古
史
徴
第
三
十
七
段
ニ

　
　
「
記
傳
に
神
代
紀
の
一
言
ど
も
を
引
き
て
、
栲
幡
千
々
姫










兒


、
萬
幡
姫









命
、
火
之
戸
幡
姫









兒


、
千
々
姫






　
　
命
な
ど
有
を
、
姫
兒





と
訓



を
つ
ゞ
け
て
一
名
と
せ
ら
れ
、
ま
た
高
皇
産
靈
尊
兒
萬
幡
姫









兒


玉
依
姫








命
と

　
　
書
連






け
た
る
を
萬
幡
姫









兒


玉
依
姫








命
と
訓
て
、
豐
秋
津
師
比
賣

















命
の
亦
名
と
せ
ら
れ
、
馭
戎
慨
言
に
も

　
　
云
々
と
云
れ
し
は
違
へ
り
」
ト
云
ヘ
ル
ハ
、
實
ニ
然
ル
事
ニ
テ
、
姫
兒





ト
云
フ
稱
ハ
、
物
ニ
見
エ
タ
ル
コ

　
　
ト
無
ケ
レ
バ
、
卑
彌
呼
皇
后
ノ
尊
稱
ト
ス
ル
ハ
、
據
ナ
キ
説
ナ
リ
。

　
吉
田
博
士
は
其
舊
作
『
日
韓
古
史
斷
』
第
三
編
に
於
い
て
、
卑
彌
呼
は
「
日
子
」
「
ひ
の
み
こ
」
の
義
、
姫

子
に
あ
ら
ず
と
云
ひ
て
、
亦
本
居
氏
の
説
に
贊
成
を
表
せ
ざ
り
き
。
余
輩
の
考
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
卑
彌
呼
と
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は
女
王
の
尊
稱
に
て
、
其
實
名
に
あ
ら
ず
。
そ
の
義
は
既
に
松
下
氏
の
説
け
る
が
如
く
、
姫
尊
即him

em
ikot

o
の
轉
訛
な
ら
ん
。
漢
人
は
常
に
外
國
の
名
稱
の
長
き
を
厭
ひ
て
之
を
省
略
す
る
風
あ
り
。
故
に
ヒ
メ
ミ
コ
ト

の
メ
ミ
（m

em
i

）
二
音
の
相
重
な
る
を
略
し
て
、
單
に
之
を
メ
（m

e

）
と
し
、
又
ミ
コ
ト
の
ト
を
省
き
て
、

卑

彌

呼

と
書
け
る
な
り
。
此
解
釋
の
正
を
失
は
ざ
る
は
、
狗
奴
國
王
の
名
卑
彌
弓
呼
の
解
釋
と
相
待
ち
て
之
を

悟
る
べ
し
。
卑
彌
弓
呼
の
名
義
に
就
き
て
、
詳
細
な
る
説
明
を
與
へ
た
る
も
の
を
『
日
韓
古
史
斷
』
と
な
す
。

同
書
第
三
編
第
二
章
筑
紫
の
條
に
曰
く

　
　
狗
奴
國
は
男
王
あ
り
卑
彌
弓
呼
素
と
曰
ふ
。
後
漢
書
に
云
ふ
、
女
王
國
よ
り
東
、
渡
海
千
餘
里
、
狗
奴
國

　
　
に
至
る
、
皆
倭
種
な
り
と
雖
も
女
王
に
屬
せ
ず
と
。
魏
志
に
云
ふ
、
奴
國
の
南
に
狗
奴
國
あ
り
と
。
或
は

　
　
曰
ふ
、
狗
奴
は
河
野
に
し
て
伊
豫
國
な
り
と
、
恐
ら
く
は
當
に
然
る
べ
し
〔
注
略
〕
。
按
ず
る
に
伊
豫
は

　
　
西
南
の
舊
國
に
し
て
大
族
あ
り
、
河
野
と
云
ふ
、
其
の
初
久

努

に
作
る
、
其
の
祖
子

致

と
云
ふ
、
魏
志
に

　
　
謂
は
ゆ
る
官
狗
古
智
卑
狗
と
曰
ふ
者
は
即

子

致

彦

歟
。
子
致
又
越

智

と
云
ふ
〔
注
略
〕
。
而
て
又
王
あ
り

　
　
卑
彌
弓
呼
素
と
爲
す
は
又
日
子






の
稱
を
冠
れ
り
。
伊
豫
國
造
の
皇
別
に
出
で
〔
注
略
〕
、
當
時
來
り
其
の

　
　
國
を
鎭
め
た
ま
へ
る
を
謂
ふ
に
似
た
り
。
又
其
の
名
、
女
王
を
壹
與
と
曰
ひ
男
王
を
呼
素
と
云
ふ
は
、
二

　
　
國
講
和
し
て
、
古
俗
盟
約
易
名
の
事
を
な
し
、
伊
豫
壹
與
の
稱
を
女
王
に
附
し
、
襲
小
襲
に
や
、
又
「
古

　
　
事
記
傳
」
「
征
韓
起
源
」
等
に
因
れ
ば
、
襲
の
語
源
は
「
ヲ
ソ
」
よ
り
出
づ
と
い
へ
り
、
「
コ
」
「
ヲ
」

　
　
は
古
言
多
く
相
通
せ
り
、
或
は
熊
襲
の
徒
魏
人
に
告
ぐ
る
に
殊
に
卑
め
て
小
襲
と
呼
び
し
に
や
の
稱
を
男

　
　
王
に
附
せ
し
に
因
る
歟
。
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吉
田
博
士
は
狗
奴
國
王
の
名
を
卑
彌
弓
呼
と
云
は
ず
し
て
、
卑
彌
弓
呼
素
と
讀
み
、
此
名
の
中
卑
彌
弓
は
卑

彌
呼
と
同
じ
く
日
子






の
對
譯
、
呼
素
は
襲



の
音
譯
な
り
と
見
ら
れ
た
り
。
博
士
が
狗
奴
國
王
の
名
を
卑
彌
弓
呼

素
と
な
し
し
は
、
倭
人
傳
の
文
に
「
倭
女
王
卑
彌
呼
與
狗
奴
國
男
王
卑
彌
弓
呼
素









不
和
」
と
あ
る
副
詞
の
素
を

男
王
名
稱
の
末
尾
に
連
結
せ
し
め
た
る
が
故
な
り
。
呼
の
今
音
はhu

な
れ
ば
、
呼
素
はhu-so

と
音
し
、
襲

（oso

）
と
音
聲
相
近
け
れ
ど
も
、
同
文
卑
彌
呼
の
名
に
於
い
て
、
呼
は
正
し
くko

と
響
か
し
た
る
を
見
れ
ば
、

卑
彌
弓
呼
の
名
に
於
い
て
、
之
を
（o

）
と
音
せ
し
む
る
は
如
何
に
や
。
菅
氏
は
「
漢
籍
倭
人
考
」
に
於
い
て

亦
此
王
の
名
義
を
説
い
て
曰
は
く

　
　
卑
彌
弓
呼
ハ
、
卑
彌
呼
ニ
弓
一
字
ヲ
加
ヘ
タ
ル
マ
デ
ナ
ル
上
ニ
、
卑
彌
ハ
姫
ニ
テ
女
子
ノ
稱
ナ
レ
バ
、
男

　
　
子
ニ
サ
ル
名
ノ
ア
ル
ベ
ク
モ
思
ハ
レ
ズ
、
サ
ラ
バ
字
ノ
誤
ハ
モ
ト
ヨ
リ
ナ
ガ
ラ
字
ノ
誤
リ
ハ
ヒ
ト
リ
此
ノ

　
　
ミ
ナ
ラ
ズ
、
往
々
ニ
ア
リ
狗
奴
國
ノ
所
在
サ
ヘ
詳
ナ
ラ
ネ
バ
、
思
ヒ
ヨ
ス
ベ
キ
ス
ベ
モ
ナ
シ
、
サ
レ
ド
試

　
　
ニ
イ
ハ
ヾ
、
卑
彌
弓
呼
ハ
モ
ト
卑
呼
彌
呼
ト
ア
リ
ケ
ン
ヲ
、
卑
下
ノ
呼
ヲ
脱
シ
、
彌
偏
ヲ
誤
リ
テ
、
再
ビ

　
　
彌
ノ
下
ニ
弓
ト
書
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
、
卑
呼
彌
呼
ハ
彦
御
子
ニ
テ
、
其
ハ
開
化
天
皇
々
子
彦
坐
王








ヲ
訛

　
　
リ
テ
申
シ
シ
ナ
リ
。

　
余
輩
の
考
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
卑
彌
弓
呼
は
卑
弓
彌
呼
の
倒
置
に
て
、hikom

ikoto

の
省
略
な
り
。
さ
れ
ば

卑
弓
彌
呼
は
卑
彌
呼
と
同
じ
く
狗
奴
國
王
の
實
名
に
あ
ら
ず
し
て
、
そ
の
尊
稱
な
り
。
『
魏
志
』
の
文
中
に
も

女
王
卑
彌
呼
に
對
し
て
、
男
王
卑
彌
弓
呼
と
記
し
た
れ
ば
、
當
時
九
州
の
倭
人
は
邪
馬
臺
國
王
は
女
子
な
り
し

が
故
に
、
之
を
尊
稱
し
て
卑
彌
呼
即
ち
姫
尊
と
い
ひ
、
狗
奴
國
王
は
男
子
な
り
し
が
故
に
、
之
を
卑
弓
彌
呼
即
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ち
彦
尊
と
い
ひ
し
な
り
。
ヒ
コ
、
ヒ
メ
の
ヒ
は
ム
ス
コ
、
ム
ス
メ
の
ム
ス
の
如
く
一
個
の
美
稱
な
れ
ば
、
必
ず

し
も
之
を
日
の
義
に
解
く
べ
き
に
あ
ら
ず
。
『
魏
志
』
倭
人
傳
の
中
に
種
々
の
官
名
（
人
名
）
を
擧
げ
た
れ
ど

も
、
之
に
ミ
コ
ト
の
尊
稱
を
附
せ
ざ
る
は
、
何
れ
も
一
地
方
の
酋
長
に
し
て
、
女
王
或
は
男
王
に
隷
屬
す
る
臣

下
な
り
し
が
故
な
る
べ
く
、
之
に
反
し
て
倭
女
王
狗
奴
男
王
が
ミ
コ
ト
と
稱
せ
ら
れ
し
は
、
此
二
王
が
九
州
に

於
け
る
二
大
勢
力
た
り
し
一
證
と
見
る
べ
し
。

　
太
古
九
州
全
島
が
二
大
國
に
分
裂
せ
し
こ
と
は
、
我
が
開
闢
史
に
よ
り
て
も
、
そ
の
形
勢
を
窺
ひ
得
べ
き
が

如
し
。
余
輩
は
隼
人
等
が
祖
先
と
し
て
知
ら
れ
た
る
火
闌
降







命
と
其
弟
彦
火
火
出
見
尊
と
が
、
鉤
針
の
故
を
以

て
爭
ひ
し
一
條
の
物
語
を
、
此
二
大
勢
力
の
爭
鬪
を
神
話
に
化
し
去
り
し
も
の
と
思
惟
す
。
蓋
し
彦
火
火
出
見

尊
は
九
州
北
部
の
勢
力
を
表
は
し
、
火
闌
降
命
は
南
部
の
勢
力
即
ち
隼
人
國
を
表
は
し
し
な
り
。
而
し
て
弟
尊

が
兄
命
を
苦
め
て
、
遂
に
之
を
降
服
せ
し
め
た
る
方
法
は
、
一
種
特
別
に
し
て
、
而
も
地
方
的
性
質
を
帶
ぶ
る

も
の
な
る
が
故
に
、
余
輩
は
左
に
『
古
事
記
』
の
一
節
を
引
用
す
べ
し
。

　
　
是
以
備
如
海
神
之
教
言
、
與
其
鉤
、
故
自
尓
以
後
、
稍
愈
貧
、
更
起
荒
心
迫
來
、
將
攻
之
時
、
出
鹽
盈
珠

　
　
而
令
溺
、
其
愁
請
者
、
出
鹽
乾
珠
而
救
、
如
此
令
惚
苦
之
時
、
稽
首
白
、
僕
者
自
今
以
後
、
爲
汝
命
之
晝

　
　
夜
守
護
人
、
而
仕
奉
、
故
至
今
、
其
溺
時
之
種
々
之
態
、
不
絶
仕
奉
也
。

　
九
州
の
西
海
岸
は
潮
汐
滿
乾
の
差
甚
し
き
を
以
て
有
名
な
れ
ば
、
上
に
記
せ
る
鹽
盈
珠
鹽
乾
珠
の
傳
説
は
、

此
自
然
的
現
象
に
原
因
し
て
起
れ
る
も
の
な
ら
ん
。
故
に
神
典
に
見
え
た
る
彦
火
火
出
見
尊
と
火
闌
降
命
と
の

爭
鬪
は
、
『
魏
志
』
に
よ
り
て
傳
は
れ
る
倭
女
王
と
狗
奴
男
王
と
の
爭
鬪
に
類
せ
る
政
治
的
状
態
の
反
映
と
見
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做
す
べ
き
も
の
な
り
。

　
『
魏
志
』
の
記
す
所
に
よ
れ
ば
、
邪
馬
臺
國
は
本
と
男
子
を
以
て
王
と
な
し
し
が
、
其
後
國
中
混
亂
し
て
相

攻
伐
し
、
遂
に
一
女
子
を
立
て
て
王
位
に
即
か
し
む
。
是
を
卑
彌
呼
と
な
す
。
此
女
王
登
位
の
年
代
は
詳
か
な

ら
ざ
れ
ど
も
、
そ
の
始
め
て
魏
國
に
使
者
を
遣
は
し
た
る
は
、
景
初
二
年
即
ち
西
暦
二
百
三
十
八
年
な
り
。
而

し
て
正
始
八
年
即
ち
西
暦
二
百
四
十
七
年
に
は
、
女
王
狗
奴
國
の
男
王
と
戰
鬪
し
て
、
其
亂
中
に
歿
し
た
れ
ば
、

女
王
は
蓋
し
後
漢
の
末
葉
よ
り
此
時
ま
で
九
州
の
北
部
を
統
治
せ
し
な
り
。
女
王
死
し
て
後
國
中
ま
た
亂
れ
し

が
、
其
宗
女
壹
與
な
る
一
小
女
を
擁
立
す
る
に
及
ん
で
國
亂
定
り
ぬ
。
卑
彌
呼
の
仇
敵
狗
奴
國
の
男
王
卑
弓
彌

呼
は
何
年
に
即
位
し
何
年
ま
で
在
位
せ
し
か
、
『
魏
志
』
に
傳
ら
ざ
れ
ば
、
ま
た
之
を
知
る
に
由
な
し
。
然
れ

ど
も
正
始
八
年
に
此
王
は
女
王
卑
彌
呼
と
戰
つ
て
勝
利
を
得
た
れ
ば
、
女
王
の
嗣
者
壹
與
の
代
に
及
ん
で
も
、

依
然
と
し
て
九
州
の
南
部
に
據
り
て
、
暴
威
を
逞
し
う
せ
し
に
相
違
な
し
。

　
九
州
に
於
い
て
此
の
如
く
南
北
の
二
大
國
が
對
立
し
て
、
互
に
雌
雄
を
爭
ひ
し
時
に
方
り
て
、
此
よ
り
以
東

の
國
々
は
果
し
て
如
何
な
る
状
態
に
て
あ
り
し
か
、
漢
史
の
方
面
よ
り
は
、
其
の
消
息
を
窺
ふ
に
由
な
し
。
若

し
も
當
時
大
和
の
朝
廷
が
九
州
地
方
と
密
接
な
る
關
係
に
て
あ
り
た
ら
ん
に
は
、
『
魏
志
』
倭
人
傳
に
之
を
逸

す
べ
き
筈
な
し
。
然
る
に
傳
中
に
女
王
國
以
東
に
關
す
る
事
を
載
す
る
甚
だ
漠
然
た
る
を
思
へ
ば
、
當
時
皇
朝

の
威
力
は
未
だ
九
州
地
方
に
及
ば
ざ
り
し
な
り
。
那
珂
氏
の
「
上
世
年
紀
考
」
（
『
史
學
雜
誌
』
第
八
編
第
一

二
號
）
に
よ
れ
ば
、
崇
神
天
皇
の
崩
年
戊
寅
は
魏
帝
曹
髦
の
甘
露
三
年
即
ち
西
暦
二
百
五
十
八
年
に
當
り
、
仲

哀
天
皇
の
崩
年
壬
戌
は
晉
の
穆
帝
の
永
和
十
一
年
即
ち
西
暦
三
百
五
十
五
年
に
當
る
。
然
れ
ば
倭
女
王
卑
彌
呼
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及
其
嗣
者
壹
與
は
崇
神
天
皇
と
同
時
代
の
人
た
り
し
な
り
。
此
年
紀
推
定
の
正
確
な
る
こ
と
は
、
之
に
よ
り
て

日
韓
の
古
史
が
よ
く
解
説
し
得
ら
る
る
に
て
も
證
す
べ
し
。
國
史
を
案
ず
る
に
皇
化
の
九
州
地
方
に
加
は
り
し

は
、
崇
神
天
皇
以
後
に
あ
り
。
此
帝
の
時
四
道
將
軍
を
四
方
に
派
遣
せ
ら
れ
け
る
が
、
そ
の
中
西
道
に
向
ひ
し

は
、
吉
備
津
彦
な
り
。
此
將
軍
は
專
ら
中
國
を
經
略
せ
し
に
て
、
九
州
に
渡
り
し
と
は
思
は
れ
ず
。
然
る
に

『
國
造
本
紀
』
に
此
朝
に
十
一
國
の
國
造
を
定
め
給
へ
る
が
中
に

　
　
火
國
造
、
瑞
籬
朝
御
世
、
大
分
國
造
同
祖
志
貴
多
奈
彦
命
兒
建
男
祖
命
定
賜
國
造
。

　
　
阿
蘇
國
造
、
瑞
籬
朝
御
世
、
火
國
造
同
祖
神
八
井
耳
命
孫
速
瓶
玉
命
定
賜
國
造
。

と
見
ゆ
れ
ば
、
火
國
造
は
肥
後
國
の
一
部
を
賜
は
り
、
阿
蘇
國
造
は
肥
後
國
の
阿
蘇
郡
を
賜
は
り
し
に
聞
ゆ
れ

ど
も
、
崇
神
天
皇
の
頃
九
州
の
北
部
殊
に
肥
後
は
卑
彌
呼
女
王
の
本
地
に
し
て
、
其
沒
後
に
至
り
て
も
尚
ほ
壹

與
の
領
土
な
れ
ば
、
瑞
籬
朝
御
世
に
此
處
に
國
造
を
置
か
れ
し
こ
と
事
實
と
思
は
れ
ず
。
さ
れ
ば
那
珂
氏
も
こ

の
國
造
設
置
に
就
き
て
は
疑
を
懷
か
れ

　
　
景
行
紀
ニ
「
吉
備
津
彦
遣
西
道
」
ト
ア
ル
西
道
ハ
、
イ
ヅ
コ
マ
デ
ヲ
云
ヘ
ル
カ
ハ
詳





ナ
ラ
ネ
ド
モ
、
古
事

　
　
記
ニ
「
大
吉
備
津
日
子
命
、
與
若
建
吉
備
津
日
子
命
、
言
向
和









吉
備
國
」
ト
ア
リ
テ
、
二
皇
子
ノ
平
ゲ

　
　
給
ヒ
シ
ハ
、
今
ノ
中
國
ノ
地
ナ
レ
バ
、
西
方
ノ
經
略
ハ
未
ダ
筑
紫
島
マ
デ
ハ
及
バ
ザ
ル
ベ
ク
思
ハ
ル
レ
バ
、

　
　
此
ノ
二
國
造
ノ
事
モ
、
後
ヲ
前
ニ
メ
グ
ラ
シ
テ
、
祖
先
ヲ
擧
ゲ
テ
云
ヘ
ル
ニ
ハ
非
ザ
ル
カ
。

と
説
か
れ
た
る
は
極
め
て
理
な
り
。
然
る
に
其
後
景
行
の
朝
に
天
皇
親
ら
豐
、
火
、
日
向
、
筑
紫
を
巡
狩
せ
ら

れ
、
次
で
日
本
武
尊
を
し
て
熊
襲
を
討
た
し
め
給
ひ
、
ま
た
此
朝
の
時
に
葦
北
國
造
な
ど
を
も
置
か
れ
た
り
し
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を
以
て
之
を
觀
れ
ば
、
九
州
の
北
半
は
是
時
よ
り
漸
く
王
化
に
沾
ひ
始
め
た
る
な
り
。
成
務
天
皇
の
時
に
至
り

て
、
九
州
に
筑
志
、
筑
志
米
田





、
豐
、
國
前
、
比
多
、
松
津
、
末
羅
、
天
草
、
葛
津
の
國
造
を
定
め
給
ひ
し
こ

と
、
『
國
造
本
紀
』
に
見
え
た
れ
ば
、
此
天
皇
の
時
と
な
り
て
は
、
往
昔
卑
彌
呼
の
領
土
た
り
し
處
は
、
悉
く

大
和
朝
廷
の
命
令
を
奉
ず
る
こ
と
と
な
れ
り
し
な
り
。
此
の
如
く
景
行
の
朝
よ
り
成
務
の
朝
に
亙
り
て
、
九
州

の
北
部
が
容
易
に
王
化
に
靡
き
し
は
、
固
よ
り
列
聖
御
稜
威
の
然
ら
し
む
る
所
な
る
べ
し
と
雖
も
、
而
も
ま
た

此
處
に
據
れ
る
女
王
國
の
勢
力
が
衰
頽
に
赴
き
し
こ
と
、
そ
の
原
因
た
ら
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
而
し
て
女
王
國
の

衰
弱
せ
し
原
因
に
二
あ
り
。
一
は
此
國
が
卑
彌
呼
女
王
の
時
に
、
南
方
の
敵
國
狗
奴
國
と
戰
つ
て
敗
北
を
取
り

し
よ
り
以
來
、
其
勢
力
ま
た
昔
日
の
如
く
な
ら
ざ
り
し
事
、
一
は
西
晉
末
よ
り
五
胡
中
國
に
侵
寇
し
た
る
結
果

と
し
て
、
女
王
國
の
依
頼
せ
し
樂
浪
帶
方
の
二
郡
滅
亡
せ
し
こ
と
即
ち
是
な
り
。
若
し
も
此
の
如
き
形
勢
の
變

動
無
か
ら
ん
に
は
、
如
何
に
景
行
天
皇
及
日
本
武
尊
が
勇
武
に
ま
し
ま
す
も
、
此
く
容
易
に
九
州
の
北
部
を
經

略
平
定
す
る
こ
と
、
或
は
能
は
ざ
り
し
な
ら
ん
。
九
州
の
北
部
既
に
皇
朝
の
命
を
奉
ず
る
に
及
ん
で
も
、
南
部

の
熊
襲
即
ち
狗
奴
國
は
依
然
と
し
て
王
師
に
反
抗
し
て
、
尚
ほ
獨
立
の
地
位
を
保
ち
し
な
り
。
然
れ
ど
も
仲
哀

神
功
の
代
と
な
り
て
は
、
皇
室
の
威
力
は
東
海
、
北
陸
、
四
國
、
中
國
及
び
九
州
の
北
半
に
及
び
し
か
ば
、
流

石
の
熊
襲
も
其
壓
力
に
堪
へ
ず
し
て
降
服
す
る
の
已
な
き
に
至
れ
り
。
か
く
て
大
八
洲
國
は
悉
く
討
平
せ
ら
れ

て
、
皇
室
の
隆
な
る
こ
と
前
後
に
比
び
な
か
り
し
か
ば
、
神
功
皇
后
は
全
國
の
兵
力
を
傾
け
て
三
韓
を
征
伐
し

給
へ
り
。
而
し
て
韓
國
當
時
の
状
態
を
顧
る
に
、
樂
浪
帶
方
二
郡
の
滅
亡
す
る
や
、
高
勾
麗
北
方
よ
り
南
下
し

て
其
故
地
を
略
し
、
更
に
進
ん
で
三
韓
を
併
呑
せ
ん
ず
勢
な
り
。
是
に
於
い
て
從
來
緩
慢
な
り
し
韓
族
は
、
は
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じ
め
て
強
固
な
る
國
家
を
組
織
す
る
必
要
を
感
ず
る
と
同
時
に
、
尚
ほ
そ
の
中
に
は
東
方
倭
國
の
應
援
を
得
て
、

自
國
の
獨
立
を
維
持
せ
ん
と
圖
る
も
の
あ
り
き
。
神
功
皇
后
の
征
韓
は
此
大
勢
に
駕
せ
し
か
ば
、
容
易
に
效
果

を
收
め
た
る
も
の
な
る
べ
く
、
必
ず
し
も
之
を
皇
國
の
勢
力
強
大
な
り
し
の
み
に
歸
す
べ
か
ら
ず
。

　
以
上
女
王
國
の
興
亡
及
其
の
滅
亡
が
、
皇
威
の
發
展
に
好
箇
の
機
會
を
與
へ
た
る
を
敍
し
た
れ
ば
、
再
び
本

論
に
立
ち
歸
り
、
卑
彌
呼
女
王
の
人
物
に
就
い
て
、
論
ず
る
所
あ
ら
ん
と
す
。
已
に
前
に
も
述
べ
た
る
が
如
く
、

邪
馬
臺
國
に
は
元
と
男
王
あ
り
し
が
、
其
後
國
中
に
混
亂
を
生
じ
、
遂
に
卑
彌
呼
を
奉
じ
て
王
と
な
せ
り
。
卑

彌
呼
死
し
て
國
ま
た
亂
れ
し
が
、
十
三
歳
の
少
女
壹
與
を
奉
戴
す
る
に
及
ん
で
、
國
亂
遂
に
定
り
ぬ
。
此
の
如

く
邪
馬
臺
國
が
二
代
引
き
續
き
て
女
王
を
奉
戴
せ
し
は
甚
だ
奇
怪
に
思
は
れ
ん
が
、
景
行
の
朝
よ
り
神
功
の
代

に
至
る
ま
で
、
九
州
地
方
に
女
酋
の
多
か
り
し
を
見
れ
ば
、
邪
馬
臺
國
が
女
王
を
君
主
と
仰
ぎ
し
も
、
亦
怪
む

に
足
ら
ざ
る
べ
し
。
那
珂
博
士
は
其
『
外
交
繹
史
』
第
二
八
に
『
書
紀
』
・
『
風
土
記
』
に
見
た
る
女
酋
の
例

を
擧
げ
た
れ
ば
、
左
に
之
を
引
用
す
べ
し
。

　
　
筑
紫
島
ニ
ハ
女
酋
ヲ
尊
ブ
習
俗
ノ
有
リ
シ
ト
見
エ
テ
、
景
行
紀
ニ
云
「
到
周
芳
娑

※

時
、
天
皇
南
望
之
、

　
　
詔
群
卿
曰
、
於
南
方
、
煙
氣
多
起
、
必
賊
將
在
、
則
留
之
、
先
遣
多
臣
祖
武
諸
木
、
國
前
臣
祖
兎
名
手
、

　
　
物
部
君
祖
夏
花
、
令
察
其
状
、
爰
有
女
人
曰
神
夏
磯
媛
、
其
徒
衆
甚
多
、
一
國
之
魁
帥
也
、
聆
天
皇
之
使

　
　
者
至
、
則
拔
磯
津
山
賢
木
、
以
上
枝
挂
八
握
劍
、
中
枝
挂
八
咫
鏡
、
下
枝
挂
八
尺
瓊
、
亦
素
幡
樹
于
船
舳
、

　
　
參
向
而
啓
之
曰
、
願
無
下
兵
、
我
之
屬
類
、
必
不
有
違
者
、
今
將
歸
徳
矣
云
々
」
周
芳
娑

※

ハ
、
今
ノ
周

　
　
防
國
佐
波
郡
ナ
リ
。
一
國
之
魁
帥
也
ト
ハ
、
筑
紫
國
ノ
中
ニ
テ
、
一
地
ノ
酋
長
タ
ル
ヲ
云
フ
。
磯
津
山
ハ
、
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河
田
羆
氏
ノ
西
征
地
理
考
ニ
「
今
ノ
企
救
郡
貫
山
、
一
名
シ
ハ
ツ
山
是
也
」
ト
ア
リ
。
又
「
到
速
見
邑
、

　
　
有
女
人
、
曰
速
津
媛
、
爲
一
處
之
長
、
其
聞
天
皇
車
駕
、
而
自
奉
迎
之
云
々
」
速
見
邑
ハ
、
今
ノ
豐
後
國

　
　
速
見
郡
ナ
リ
。
速
津
媛
ノ
事
ハ
、
豐
後
國
風
土
記
速
見
郡
ノ
條
ニ
モ
「
昔
者
纒
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
、
欲

　
　
誅
玖
磨
贈
、
幸
於
筑
紫
、
從
周
防
國
佐
婆
津
發
船
而
渡
、
泊
於
海
部
郡
宮
浦
時
、
於
此
村
有
女
人
、
曰
速

　
　
津
媛
、
爲
其
處
之
長
、
即
聞
天
皇
行
幸
、
親
自
奉
迎
云
々
、
因
斯
名
曰
速
津
媛
國
、
後
人
改
曰
速
見
郡
」

　
　
ト
ア
リ
。
景
行
紀
ニ
又
、
「
天
皇
將
向
京
、
以
巡
狩
筑
紫
國
、
始
到
夷
守
、
是
時
於
石
瀬
河
邊
、
人
衆
聚

　
　
集
、
於
是
天
皇
遙
望
之
、
詔
左
右
曰
、
其
集
者
何
人
也
、
若
賊
乎
、
乃
遣
兄
夷
守
弟
夷
守
二
人
令
覩
、
乃

　
　
弟
夷
守
還
來
而
諮
之
曰
、
諸
縣
君
泉
媛
、
依
献
大
御
食
而
其
族
會
之
」
夷
守
ハ
、
今
ノ
日
向
國
西
諸
縣
郡

　
　
小
林
郷
ナ
リ
。
「
到
八
女
縣
、
則
越
藤
山
、
以
南
望
粟
岬
、
詔
之
曰
、
其
山
峯
岫
重
疊
、
且
美
麗
之
甚
、

　
　
若
神
有
其
山
乎
、
時
水
沼
縣
主
猨
大
海
奏
言
、
有
女
神
、
名
曰
八
女
津
媛
、
常
居
山
中
、
故
八
女
國
之
名
、

　
　
由
此
而
起
也
」
八
女
縣
ハ
今
ノ
筑
後
國
上
妻
下
妻
二
郡
ナ
リ
。
藤
山
ハ
、
今
御
前
嶽
ト
云
ヒ
テ
、
御
井
郡

　
　
ト
下
妻
郡
ト
ノ
界
ニ
ア
リ
、
水
沼
縣
ハ
、
今
ノ
筑
後
國
三
潴
郡
ナ
リ
。
豐
後
風
土
記
日
田
郡
ノ
條
ニ
「
昔

　
　
者
纒
向
日
代
宮
御
宇
大
足
彦
天
皇
、
征
伐
球
磨
贈
於
凱
旋
之
時
、
發
筑
後
國
生
葉
行
宮
、
幸
於
此
郡
、
有

　
　
神
名
曰
津
媛
、
化
而
爲
人
、
參
迎
辨
申
國
消
息
、
因
斯
曰
久
津
媛
之
郡
、
今
謂
日
田
郡
者
訛
也
」
上
ノ
津

　
　
媛
ノ
上
ニ
、
久
字
落
チ
タ
ル
カ
、
生
葉
ハ
、
景
行
紀
ニ
的

邑







ト
ア
リ
、
今
ノ
生
葉
郡
ナ
リ
。
日
田
郡
、

　
　
今
モ
然
云
フ
。
肥
前
國
風
土
記
松
浦
郡
賀

周

里
ノ
條
ニ
「
昔
者
此
里
、
有
土
蜘
蛛
、
名

曰

海

松

橿

媛

、
纒

　
　
向
日
代
宮
御
宇
天
皇
巡
國
之
時
、
遣

陪

從

大
屋
田
子











、
誅
滅
云
々
、
」
杵
島
郡
孃
子





山
ノ
條
ニ
「
同
天
皇
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行
幸






之
時
、
土
蜘
蛛
八

十

女

、
又
有
此
山
頂
、
常
捍
皇
命
、
不

肯

降
服






、
於
茲
遣
兵
掩
滅
、
因
曰
孃
子
山

　
　
」
、
彼
杵
郡
浮
穴
郷
ノ
條
ニ
「
同
天
皇
在
宇
佐
濱









行
宮
、
詔

神

代

直
、
曰
云
々
、
即
勅
直
遣
此
村
、
有
土

　
　
蜘
蛛
、
名
曰
浮
穴
沫









媛
、
捍
皇
命
甚
無
禮
、
即
誅
之
、
因
曰
浮
穴
郷
」
、
神
功
紀
ニ
「
轉
至
山
門
縣
、
則

　
　
誅
田
油
津
媛
、
時
田
油
津
媛
兄
夏
羽
、
興
軍
而
迎
來
、
然
聞
其
妹
被
誅
而
逃
之
」
山
門
縣
ハ
、
今
ノ
筑
後

　
　
國
山
門
郡
ナ
リ
。
ナ
ド
見
エ
、
又
豐
後
風
土
記
日
田
郡
五
馬
山
ニ
、
土
蜘
蛛
五
馬
媛
、
肥
前
風
土
記
佐
嘉

　
　
郡
ニ
、
土
蜘
蛛
大
山
田
女
、
狹
山
田
女
ナ
ド
モ
ア
リ
。

　
此
等
の
例
證
に
よ
る
と
き
は
、
景
行
の
朝
よ
り
神
功
の
代
に
亙
り
て
、
九
州
地
方
に
女
子
に
し
て
君
長
た
り

し
も
の
十
二
名
あ
り
。
尚
ほ
之
に
卑
彌
呼
及
壹
與
を
加
ふ
る
と
き
は
十
四
名
の
多
き
に
及
ぶ
。
今
日
よ
り
之
を

見
れ
ば
寧
ろ
奇
異
の
感
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
是
れ
固
よ
り
當
時
の
風
習
な
る
べ
け
れ
ど
も
、
何
が
故
に
斯
る
習

が
行
は
れ
て
、
此
の
如
く
多
數
の
女
酋
を
輩
出
せ
し
め
た
る
か
、
こ
れ
大
に
考
究
す
べ
き
問
題
な
り
。
那
珂
氏

は
之
に
説
明
を
與
へ
て

　
　
此
ノ
風
俗
ハ
、
イ
カ
ナ
ル
原
因
ヨ
リ
生
ジ
タ
ル
カ
ハ
知
ル
ベ
カ
ラ
ザ
レ
ド
モ
、
卑
彌
呼
壹
與
等
ガ
、
國
人

　
　
ニ
畏
服
セ
ラ
レ
タ
ル
ハ
、
其
ノ
英
略
ア
ル
ガ
爲
ノ
ミ
ニ
ハ
ア
ラ
デ
、
此
ノ
風
俗
ア
リ
シ
ニ
モ
由
レ
ル
ナ
ル

　
　
ベ
シ
。
然
ラ
ズ
バ
、
又
卑
彌
呼
ノ
英
略
ヲ
以
テ
、
國
人
ヲ
服
セ
シ
ヨ
リ
シ
テ
、
人
民
自
ラ
女
酋
ヲ
重
ン
ズ

　
　
ル
心
ヲ
生
ジ
、
遂
ニ
筑
紫
ノ
各
地
ニ
、
女
酋
ノ
興
起
ス
ル
ニ
至
リ
シ
ヤ
モ
知
ル
ベ
カ
ラ
ズ
。

と
説
か
れ
、
又
三
宅
博
士
は
別
に
説
を
な
し
て

　
　
凡
太
古
の
家
系
は
母
姓
に
因
れ
り
。
我
が
舊
辭
の
時
代
は
か
ゝ
る
原
始
社
會
を
去
る
こ
と
遠
し
と
雖
も
、
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猶
其
の
遺
風
を
存
し
た
れ
ば
に
や
、
古
事
記
往
々
女
子
を
擧
げ
て
氏
族
の
祖
と
爲
せ
り
。
又
我
が
舊
辭
時

　
　
代
に
は
著
名
な
る
女
子
多
く
、
各
處
の
酋
長
に
女
子
少
か
ら
ず
、
是
れ
亦
女
系
を
主
と
せ
る
古
俗
と
相
關

　
　
係
せ
る
な
ら
ん
。

と
云
は
れ
た
り
。
此
二
家
の
所
説
は
果
し
て
我
が
國
の
古
俗
に
女
酋
の
多
か
り
し
原
因
を
解
き
得
た
る
も
の
な

り
や
否
や
。
請
ふ
試
に
『
魏
志
』
が
卑
彌
呼
の
人
物
に
就
き
て
記
す
所
を
見
よ
。

　
　
乃
共
立
一
女
子
爲
王
、
名
曰
卑
彌
呼
、
事
鬼
道
、
能
惑
衆
、
年
已
長
大
無
夫
壻
、
有
男
弟
佐
治
國
、
自
爲

　
　
王
以
來
、
少
有
見
者
、
以
婢
千
人
自
侍
、
唯
有
男
子
一
人
、
給
飮
食
、
傳
辭
出
入
、
居
處
宮
室
樓
觀
城
柵

　
　
嚴
設
、
常
有
人
持
兵
守
衞
。

　
此
文
に
よ
り
て
卑
彌
呼
の
人
と
な
り
を
察
す
る
に
、
軍
國
の
政
務
を
親
ら
裁
斷
す
る
俗
界
に
於
け
る
英
略
勇

武
の
君
主
と
見
る
よ
り
は
、
寧
ろ
深
殿
に
引
き
籠
り
て
祭
祀
を
事
と
し
、
神
意
を
奉
じ
て
民
心
を
收
攬
せ
る
宗

教
的
君
主
と
見
ら
る
る
な
り
。
是
れ
余
輩
が
那
珂
氏
の
説
に
從
ふ
こ
と
能
は
ざ
る
所
以
な
り
。
又
三
宅
博
士
の

云
は
る
る
が
如
く
、
我
國
の
太
古
に
も
母
系
を
重
ん
じ
た
る
形
跡
な
き
に
あ
ら
ね
ど
、
卑
彌
呼
時
代
に
は
夫
婦

の
制
が
判
然
と
確
立
せ
し
こ
と
は
、
『
魏
志
』
の
文
面
よ
り
も
、
又
我
が
開
闢
史
の
上
よ
り
も
知
ら
る
る
が
故

に
、
余
輩
は
博
士
の
意
見
に
贊
成
す
る
こ
と
能
は
ず
。
且
つ
母
系
を
重
ず
る
習
慣
よ
り
之
を
論
ず
れ
ば
、
國
民

の
尊
敬
を
受
く
る
女
王
は
母
た
る
資
格
を
要
す
べ
き
は
勿
論
な
る
に
、
卑
彌
呼
が
年
長
じ
て
夫
壻
な
く
、
一
生

を
處
女
に
て
送
り
し
は
如
何
に
解
く
べ
き
か
。
我
國
の
古
俗
に
て
は
人
事
を
汚
穢
と
す
る
が
故
に
、
神
祇
に
奉

侍
す
る
婦
人
は
大
概
人
に
嫁
せ
ざ
る
を
常
と
す
。
人
の
妻
女
は
勿
論
、
一
た
び
人
に
姦
せ
ら
れ
た
る
女
子
が
齋
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宮
た
る
資
格
を
失
ふ
こ
と
は
能
く
人
の
知
る
所
な
り
。
因
て
案
ず
る
に
、
卑
彌
呼
が
年
長
じ
て
も
夫
壻
な
き
は
、

神
祇
に
奉
侍
す
る
自
己
の
地
位
の
然
ら
し
む
る
所
に
し
て
、
他
の
故
あ
り
し
に
あ
ら
ず
。
さ
れ
ば
卑
彌
呼
が
女

王
と
し
て
推
戴
せ
ら
れ
し
は
其
資
性
の
英
明
勇
武
な
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
神
祇
に
奉
侍
し
其
意
を
傳
達
す
る
に

適
し
た
る
性
質
を
具
備
せ
し
が
故
な
り
。
又
卑
彌
呼
の
嗣
者
壹
與
が
十
三
歳
に
し
て
女
王
と
な
り
し
は
、
必
し

も
之
を
卑
彌
呼
の
宗
女
た
り
し
門
閥
上
の
關
係
に
の
み
因
れ
る
も
の
と
見
る
べ
か
ら
ず
。
之
を
皇
朝
の
例
に
鑑

る
に
、
二
、
三
歳
の
皇
女
に
し
て
齋
王
と
な
れ
る
も
の
あ
り
き
。
壹
與
が
十
三
歳
に
し
て
王
統
を
繼
ぎ
し
も
、

必
ず
此
宗
教
的
理
由
に
因
る
も
の
と
解
せ
ら
る
。

　
論
者
若
し
我
が
國
の
古
俗
に
女
酋
多
き
の
故
を
以
て
、
女
尊
男
卑
は
我
が
國
上
代
の
風
俗
な
り
し
と
推
斷
せ

ば
、
大
な
る
謬
見
な
り
。
『
魏
志
』
倭
人
傳
に

　
　
其
俗
國
大
人
皆
四
五
婦
、
下
戸
或
二
三
婦
、
婦
人
不
淫
不
妬
忌
。

と
あ
る
に
よ
り
て
も
、
我
が
古
俗
に
て
婦
女
は
貞
節
を
守
り
、
其
夫
に
從
順
な
り
し
を
察
す
べ
し
。
又
神
典
に
、

伊
邪
那
岐
、
伊
邪
那
美
と
か
き
、
沫
那
藝
、
沫
那
美
と
記
す
が
如
く
、
常
に
男
神
を
前
に
擧
げ
て
女
神
を
後
に

す
る
を
見
て
も
、
男
尊
女
卑
が
我
が
國
の
古
俗
な
り
し
を
悟
る
べ
く
、
殊
に
諾
册
二
神
が
天
の
御
柱
を
𢌞
り
て

美
斗
の
目
合
を
せ
さ
せ
給
ふ
處
に
「
伊
耶
那
美
命










先


言
阿

那

迩

夜

志

愛

袁

登

古

袁










、
後





伊
耶
那
岐
命










、
言
阿

那

迩

夜

志

愛

袁

登

賣

袁










、
各






言

竟

之

後













、
告
其
妹
曰











、

女

人

先

言

不

良

























」
と
あ
る
は
、
明
か

に
男
尊
女
卑
の
國
俗
を
證
す
る
も
の
な
り
。
此
の
如
く
男
尊
女
卑
は
我
が
古
俗
な
り
し
に
も
拘
ら
ず
、
女
人
に

し
て
君
長
と
な
れ
る
も
の
多
か
り
し
は
、
甚
だ
奇
異
に
聞
ゆ
れ
ど
も
、
其
理
由
の
宗
教
的
關
係
に
存
す
る
を
悟
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ら
ば
、
疑
團
は
忽
ち
氷
解
せ
ら
る
べ
し
。
我
が
古
俗
に
於
い
て
は
、
女
性
は
一
般
に
男
性
に
劣
れ
り
と
雖
も
、

女
性
の
中
に
特
に
神
祇
の
憑
依
す
る
所
と
な
り
て
、
其
意
思
を
傳
達
す
る
に
適
す
る
資
質
を
有
す
る
者
あ
り
。

此
の
如
き
婦
人
は
こ
の
理
由
に
よ
り
て
、
國
民
の
尊
崇
を
受
く
る
に
至
る
こ
と
、
敬
神
の
念
深
き
上
代
に
あ
り

て
は
、
決
し
て
怪
む
べ
き
に
あ
ら
ず
。
卑
彌
呼
、
壹
與
等
が
九
州
北
半
の
大
君
主
と
仰
が
れ
し
も
、
全
く
此
の

理
由
に
よ
る
も
の
に
て
、
必
し
も
之
を
以
て
此
等
女
王
の
資
性
勇
武
な
り
し
の
み
に
歸
す
べ
か
ら
ず
。

　
此
の
如
く
倭
女
王
卑
彌
呼
の
性
質
を
論
究
し
た
る
後
に
於
い
て
、
余
輩
は
は
じ
め
て
我
神
典
中
の
一
大
疑
問

を
解
釋
し
得
べ
し
と
信
ず
。
所
謂
一
大
疑
問
と
は
何
ぞ
や
。
曰
は
く
皇
祖
天
照
大
御
神
が
女
性
の
御
身
を
以
て
、

高
天
ヶ
原
に
君
臨
せ
さ
せ
給
ふ
事
是
な
り
。
神
典
を
通
讀
す
る
に
男
尊
女
卑
の
精
神
は
全
篇
に
徧
滿
す
る
に
も

拘
ら
ず
、
大
御
神
が
女
神
を
以
て
天
上
の
君
主
と
仰
が
れ
給
ふ
は
、
一
見
甚
し
き
矛
盾
な
り
。
古
來
の
學
者
此

矛
盾
を
解
か
ん
と
務
め
て
、
遂
に
其
要
を
得
ず
。
是
に
於
て
か
大
御
神
は
男
神
に
し
て
女
神
に
ま
し
ま
さ
ず
と

ま
で
思
惟
す
る
者
あ
る
に
至
る
。
然
れ
ど
も
こ
れ
畢
竟
我
が
國
の
古
俗
を
知
ら
ざ
る
よ
り
の
謬
見
な
り
。
凡
て

神
話
傳
説
は
國
民
の
理
想
を
述
べ
た
る
も
の
に
て
、
當
時
の
社
會
の
精
神
風
俗
等
は
、
悉
く
其
の
中
に
包
含
せ

ら
る
る
も
の
な
る
が
故
に
、
皇
祖
發
祥
の
地
た
る
九
州
に
於
い
て
、
上
古
卑
彌
呼
を
は
じ
め
と
し
女
子
を
以
て

君
長
た
り
し
も
の
其
數
を
知
ら
ず
と
せ
ば
、
大
御
神
が
女
神
と
し
て
、
天
上
に
照
臨
し
給
ふ
も
、
亦
何
の
怪
む

べ
き
こ
と
か
こ
れ
あ
ら
ん
や
。
神
典
の
中
天
安
河
の
條
は
よ
く
大
御
神
の
御
資
格
を
表
は
す
と
共
に
、
ま
た
當

時
の
社
會
の
状
態
を
示
す
を
以
て
、
左
に
そ
の
一
段
を
引
用
せ
ん
。

　
　
尓
速
須
佐
之
男
命
白
于
天
照
大
御
神
、
我
心
清
明
故
、
我
所
生
之
子
得
手
弱
女
、
因
此
言
者
、
自
我
勝
云
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而
、
於
勝
佐
備
此
二
字
以
音
離
天
照
大
御
神
之
營
田
之
阿
此
阿
字
以
音
埋
其
溝
、
亦
其
於
聞
看
大
嘗
之
殿
、

　
　
屎
麻
理
此
二
字
以
音
散
、
故
雖
然
爲
、
天
照
大
御
神
者
、
登
賀
米
受
而
告
、
如
屎
醉
而
吐
散
登
許
曾
此
三

　
　
字
以
音
我
那
勢
之
命
爲
如
此
、
又
離
田
之
阿
埋
溝
者
、
地
矣
阿
多
良
斯
登
許
曾
自
阿
以
下
七
字
以
音
我
那

　
　
勢
之
命
爲
如
此
登
此
一
字
以
音
詔
雖
直
、
猶
其
惡
態
不
止
而
轉
、
天
照
大
御
神
坐
忌
服
屋
而
、
令
織
神
御

　
　
衣
之
時
、
穿
其
服
屋
之
頂
、
逆
剥
天
斑
馬
剥
而
、
所
墮
入
時
、
天
衣
織
女
見
驚
而
、
於
梭
衝
陰
上
而
死
訓

　
　
陰
上
云
富
登
故
於
是
天
照
大
御
神
見
畏
、
開
天
石
屋
戸
、
而
刺
許
母
理
此
三
字
以
音
坐
也
、
尓
高
天
原
皆

　
　
暗
、
葦
原
中
國
悉
闇
、
因
此
而
、
常
夜
往
、
於
是
万
神
之
聲
者
、
狹
蠅
那
須
此
二
字
以
音
滿
、
万
妖
悉
發
、

　
　
是
以
、
八
百
万
神
於
天
安
之
河
原
神
集
集
而
（
中
略
）
天
宇
受
賣
命
手
次-

繋
天
香
山
之
天
之
日
影
而
、

　
　
爲
鬘
天
之
眞
拆
而
、
手
草
結
天
香
山
之
小
竹
葉
而
訓
小
竹
云
佐
々
於
天
之
石
屋
戸
、
伏
汙
氣
此
二
字
以
音

　
　
而
、
踏
登
杼
呂
許
志
此
五
字
以
音
爲
神
懸
而
、
掛
出
胸
乳
、
裳
緒
忍-

垂
於
番
登
也
、
尓
高
天
原
動
而
、

　
　
八
百
万
神
共
咲
、
於
是
、
天
照
大
御
神
以
爲
怪
、
細
開
天
石
屋
戸
而
、
内
告
者
、
因
吾
隱
坐
而
、
以
爲
天

　
　
原
自
闇
、
亦
葦
原
中
國
皆
闇
矣
、
何
由
以
天
宇
受
賣
者
爲
樂
、
亦
八
百
万
神
諸
咲
。
云
々

　
此
文
を
以
て
之
を
觀
れ
ば
、
大
御
神
は
高
天
ヶ
原
に
於
い
て
至
高
の
神
に
ま
し
ま
せ
ど
、
敬
神
の
念
深
く
し

て
祭
祀
を
重
じ
、
御
自
ら
ま
た
天
神
を
祀
ら
せ
給
へ
り
。
故
に
新
嘗
の
料
に
備
へ
ん
が
爲
に
營
田






に
て
稻
を
作

ら
し
め
給
ひ
、
又
神
御
衣







を
造
ら
ん
が
爲
に
、
天
衣
織
女










を
し
て
忌
服
屋







に
て
之
を
織
ら
し
め
給
へ
り
。
而
し

て
大
御
神
が
天
神
に
奉
侍
せ
し
さ
ま
は
、
宛
も
後
世
倭
姫
命
が
大
御
神
に
奉
侍
せ
し
と
毫
も
異
な
か
り
し
な
り
。

『
倭
姫
命
世
紀
』
は
後
世
の
作
に
係
れ
ど
、
そ
の
神
衣
祭
の
由
來
を
記
せ
る
一
段
は
、
上
古
の
制
度
を
傳
へ
た
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る
も
の
に
て
、
大
御
神
が
天
神
に
奉
侍
せ
し
さ
ま
も
、
又
卑
彌
呼
な
ど
が
神
祇
を
祀
り
し
さ
ま
も
、
之
に
よ
り

て
其
一
斑
を
窺
ひ
得
べ
け
れ
ば
、
左
の
一
節
を
拔
載
せ
ん
。

　
　
垂
仁
天
皇
廿
五
年
丙
辰
春
三
月
、
伊
勢
百
船
度
會
國
、
玉
※





伊
蘇
國
入
座
、
即
建
神
服
織






社
、
令
織
太
神

　
　
之
御
服
、
麻
績
機
殿
神
服
社
是
也
、
然
後
隨
神
誨
、
造
神
籬
、
取
丁
巳
年
冬
十
月
甲
子
、
奉
遷
於
五
十
鈴

　
　
川
上
之
後
、
覔
清
麗
膏
地
、
和
妙
之
機
殿
、
同
興
于
五
十
鈴
川
上
側
、
令
倭
姫
命
居
焉
、
于
時
、
天
棚
機

　
　
姫
神
、
令
織
太
神
和
妙
御
衣
給
、
是
名
号
磯
宮
矣
、
爰
卷
向
日
代
宮
御
宇
（
景
行
）
日
本
建
尊
比
々
羅
木

　
　
以
八
尋
鋒
根
、
奉
獻
皇
太
神
宮
、
即
倭
姫
皇
女
、
彼
鋒
根
納
緋
嚢
、
皇
太
神
貴
財
爲
、
八
尋
機
殿
隱
状
、

　
　
爲
皇
太
神
御
靈
、
奉
崇
祭
、
令
天
棚
機
姫
神
裔
八
千
々
姫
命
、
毎
年
夏
四
月
秋
九
月
織
神
服
、
以
供
神
明
、

　
　
曰
神
衣
祭
也
。

　
余
輩
は
此
等
の
記
録
に
徴
し
て
、
大
御
神
が
敬
神
の
念
甚
深
に
し
て
祖
宗
に
孝
順
な
る
の
故
を
以
て
、
天
上

に
君
臨
し
萬
神
を
統
御
し
給
へ
る
を
知
る
と
共
に
、
卑
彌
呼
が
九
州
に
於
い
て
一
國
の
尊
崇
を
受
け
し
も
、
全

く
同
一
の
理
由
に
因
る
も
の
な
る
を
信
ず
。
但
し
卑
彌
呼
は
下
界
の
小
君
長
に
過
ぎ
ざ
り
し
か
ど
も
、
大
御
神

は
天
上
ま
し
ま
す
至
高
至
尊
の
神
に
し
て
、
日
輪
を
玉
體
と
な
し
、
長
へ
に
下
土
に
照
臨
し
給
へ
り
。
余
輩
は

大
御
神
の
風
姿
を
拜
み
奉
り
て
、
功
徳
の
盛
な
る
を
欽
慕
す
る
と
共
に
、
ま
た
太
陽
崇
拜
の
我
國
民
の
根
本
思

想
た
り
し
を
思
は
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。

　
つ
ら
〳
〵
神
典
の
文
を
案
ず
る
に
、
大
御
神
は
素
戔
嗚
尊
の
荒
ら
き
振
舞
を
怒
り
て
、
天
岩
戸
に
隱
れ
さ
せ

給
へ
り
。
此
時
天
地
暗
黒
と
な
り
て
、
萬
神
の
聲
は
狹
蠅
の
如
く
鳴
り
さ
や
ぎ
、
萬
妖
悉
く
發
り
ぬ
。
是
に
於

43



て
八
百
萬
神
達
は
天
安
河
原
に
神
集
ひ
に
集
ひ
て
、
大
御
神
を
岩
戸
よ
り
引
出
し
奉
り
、
次
で
素
戔
嗚
尊
を
逐

ひ
や
ら
ひ
し
か
ば
、
天
地
再
び
照
明
と
な
れ
り
。
飜
て
『
魏
志
』
の
文
を
案
ず
る
に
、
倭
女
王
卑
彌
呼
は
狗
奴

國
男
王
の
無
禮
を
怒
り
て
、
長
く
之
と
爭
ひ
し
が
、
其
暴
力
に
堪
へ
ず
し
て
、
遂
に
戰
中
に
死
せ
り
。
是
に
於

て
國
中
大
亂
と
な
り
、
一
時
男
子
を
立
て
て
王
と
な
し
し
が
、
國
人
之
に
服
せ
ず
、
互
に
爭
鬪
し
て
數
千
餘
人

を
殺
せ
り
。
然
る
に
其
後
女
王
の
宗
女
壹
與
を
奉
戴
す
る
に
及
ん
で
、
國
中
の
混
亂
一
時
に
治
れ
り
。
是
は
こ

れ
地
上
に
起
れ
る
歴
史
上
の
事
實
に
し
て
、
彼
は
天
上
に
起
れ
る
神
典
上
の
事
蹟
な
れ
ど
も
、
そ
の
状
態
の
酷

似
す
る
こ
と
、
何
人
も
之
を
否
認
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
。
若
し
も
神
話
に
し
て
太
古
の
事
實
を
傳
へ
た
る

も
の
と
せ
ば
、
神
典
の
中
に
記
さ
れ
た
る
天
安
河
の
物
語
は
、
卑
彌
呼
時
代
に
於
け
る
が
如
き
社
會
状
態
の
反

映
と
見
る
を
得
べ
き
か
。

　
人
代
と
な
り
て
よ
り
以
來
、
皇
朝
に
於
い
て
婦
人
に
し
て
始
め
て
國
家
を
統
治
せ
ら
れ
し
は
、
神
功
皇
后
な

り
。
皇
后
は
巾
幗
の
身
を
以
て
、
遠
く
海
を
渡
り
三
韓
を
伐
た
せ
ら
れ
し
程
の
人
な
れ
ば
、
資
性
勇
武
に
ま
し

ま
し
し
は
言
を
俟
た
ざ
れ
ど
も
、
而
も
世
の
歴
史
家
が
此
大
功
を
奏
せ
ら
れ
し
を
以
て
、
偏
に
皇
后
が
千
軍
萬

馬
の
間
に
叱
吒
せ
ら
れ
し
武
勳
に
の
み
因
る
と
な
せ
ば
、
そ
は
大
な
る
誤
な
り
。
余
輩
を
以
て
之
を
觀
れ
ば
、

皇
后
は
武
略
を
以
て
軍
卒
の
畏
敬
を
受
け
し
よ
り
は
、
寧
ろ
神
祇
に
奉
侍
し
て
そ
の
意
思
を
宣
傳
す
る
祝
官
と

し
て
、
民
望
を
收
攬
せ
ら
れ
し
が
如
し
。
而
し
て
如
何
に
皇
后
が
神
明
の
憑
託
と
な
り
、
如
何
に
軍
民
の
畏
服

す
る
所
と
な
り
し
か
は
、
余
輩
の
禿
筆
を
以
て
之
を
描
出
せ
ん
は
要
な
し
、
寧
ろ
左
に
載
録
す
る
『
古
事
記
』

の
本
文
に
就
て
、
直
接
に
其
眞
相
を
玩
索
す
る
に
如
か
ざ
る
べ
し
。
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其
太
后
息
長
帶
日
賣
命
者
、
當
時
歸
神
、
故
天
皇
坐
筑
紫
之
訶
志
比
宮
將
撃
熊
曾
國
之
時
、
天
皇
控
御
琴

　
　
而
、
建
内
宿
禰
大
臣
居
於
沙
庭
、
請
神
之
命
、
於
是
太
后
歸
神
、
言
教
覺
詔
者
、
西
方
有
國
、
金
銀
爲
本
、

　
　
目
之
炎
耀
種
々
珍
寶
、
多
在
其
國
、
吾
今
歸-

賜
其
國
、
尓
天
皇
答
白
、
登
高
地
見
西
方
者
、
不
見
國
土
、

　
　
唯
有
大
海
、
謂
爲
詐
神
而
、
押
退
御
琴
、
不
控
默
坐
、
尓
其
神
大
忿
詔
、
凡
茲
天
下
者
、
汝
非
應
知
國
、

　
　
汝
者
向
一
道
、
於
是
建
内
宿
禰
大
臣
白
、
恐
我
天
皇
、
猶
阿-

蘇-

婆
勢
其
大
御
琴
、
自
阿
至
勢
以
音
尓
稍

　
　
取
依
其
御
琴
而
、
那
摩
那
摩
迩
此
五
字
以
音
控
坐
、
故
未
幾
久
而
、
不
聞
御
琴
之
音
、
即
擧
火
見
者
、
既

　
　
崩
訖
、
尓
驚
懼
而
坐
殯
宮
、
更
取
國
之
大
奴
佐
而
奴
佐
二
字
以
音
種-

々-

求
生
剥
・
逆
剥
・
阿
離
・
溝
埋

　
　
・
屎
戸
、
上
通
下
通
婚
・
馬
婚
・
牛
婚
・
鷄
婚
・
犬
婚
之
罪
類
、
爲
國
之
大
祓
而
、
亦
建
内
宿
禰
居
於
沙

　
　
庭
、
請
神
之
命
、
於
是
教
覺
之
状
、
具
如
先
日
、
凡
此
國
者
、
坐
汝
命
御
腹
之
御
子
所
知
國
者
也
、
尓
建

　
　
内
宿
禰
白
、
恐
我
大
神
、
坐
其
神
腹
之
御
子
、
何
子
歟
、
答
詔
、
男
子
也
、
尓
具
請
之
、
今
如
此
言
教
之

　
　
大
神
者
、
欲
知
其
御
名
、
即
答
詔
、
是
天
照
大
神
之
御
心
者
、
亦
底
筒
男
、
中
筒
男
、
上
筒
男
三
柱
大
神

　
　
者
也
此
時
其
三
柱
大
神
之
御
名
者
顯
也
今
寔
思
求
其
國
者
、
於
天
神
地
祇
亦
山
神
及
河
海
之
諸
神
、
悉
奉

　
　
幣
帛
、
我
之
御
魂
坐
于
船
上
而
、
云
々

　
倭
女
王
卑
彌
呼
は
如
何
な
る
方
法
を
以
て
國
民
を
統
馭
せ
し
か
は
、
『
魏
志
』
に
記
す
所
の
文
辭
甚
だ
簡
單

に
し
て
、
其
の
詳
な
る
こ
と
得
て
之
を
知
る
べ
か
ら
ず
と
雖
も
、
祭
祀
を
以
て
政
治
の
要
道
と
す
る
一
種
の
神

裁
政
治
な
り
し
點
に
於
い
て
は
、
神
功
皇
后
に
異
る
所
な
き
を
認
め
ず
ん
ば
あ
ら
ず
。
故
に
卑
彌
呼
が
「
事
鬼

道
能
惑
衆
」
と
あ
る
は
、
神
功
皇
后
が
神
懸
り
し
て
神
意
を
宣
傳
す
る
類
を
指
し
し
な
る
べ
く
、
「
年
已
長
大
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無
夫
壻
」
と
あ
る
は
、
齋
王
が
常
に
處
女
な
り
し
古
俗
、
或
神
功
皇
后
が
仲
哀
天
皇
崩
去
の
後
寡
居
せ
ら
れ
し

が
如
き
風
習
を
云
へ
る
な
る
べ
く
、
「
有
男
弟
佐
治
國
、
自
爲
王
以
來
、
少
有
見
者
、
以
婢
千
人
自
侍
、
唯
有

男
子
一
人
、
給
飮
食
傳
辭
」
と
あ
る
は
、
神
功
皇
后
が
神
主
と
な
り
て
、
神
殿
に
籠
ら
せ
給
ひ
、
武
内
宿
禰
が

沙
庭
に
伏
し
て
神
命
を
請
ふ
に
比
す
べ
き
も
の
な
り
。
而
し
て
神
功
皇
后
が
當
時
の
人
民
を
畏
服
せ
し
め
し
所

以
は
、
皇
后
と
し
て
の
位
置
の
み
に
あ
ら
ず
、
又
皇
后
自
身
の
威
勢
の
み
に
あ
ら
ず
し
て
、
全
く
皇
后
が
神
明

の
意
思
を
宣
傳
す
る
御
資
格
に
あ
り
し
が
如
し
。
故
に
夫
君
仲
哀
天
皇
と
い
へ
ど
も
、
皇
后
に
由
り
て
宣
言
せ

ら
れ
た
る
神
命
を
奉
ぜ
ざ
る
と
き
は
、
神
怒
に
ふ
れ
て
崩
去
す
る
に
至
る
。
之
を
以
て
之
を
觀
て
も
神
祇
に
對

す
る
の
信
仰
が
、
如
何
に
當
時
の
人
心
を
支
配
せ
し
か
を
窺
ふ
に
足
ら
ん
。
神
功
皇
后
が
攝
政
と
し
て
宏
業
を

建
て
ら
れ
し
も
、
卑
彌
呼
が
女
王
と
し
て
九
州
に
威
勢
を
震
ひ
し
も
、
均
し
く
皆
こ
の
關
係
に
由
る
も
の
な
れ

ば
、
此
兩
者
の
形
跡
に
於
い
て
類
似
す
る
所
あ
り
し
は
、
寧
ろ
當
然
の
事
の
み
。
『
日
本
書
紀
』
の
編
者
が
暗

に
卑
彌
呼
を
以
て
神
功
皇
后
に
擬
せ
し
も
、
全
く
此
類
似
を
認
め
た
る
が
故
な
る
べ
け
れ
ど
、
斯
る
類
似
は
獨

り
皇
后
と
卑
彌
呼
と
に
限
る
べ
か
ら
ず
。
苟
も
當
時
一
方
に
雄
據
し
て
君
主
と
仰
が
れ
し
女
王
は
、
大
概
此
の

性
質
を
具
備
せ
し
な
り
。
故
に
余
輩
は
茲
に
『
書
紀
』
が
卑
彌
呼
を
以
て
神
功
皇
后
と
考
定
せ
し
妄
を
斷
じ
て
、

本
論
の
結
末
と
な
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
明
治
四
十
三
年
六
・
七
月
、
『
東
亞
之
光
』
第
五
卷
第
六
・
七
號
〕
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
白
鳥
庫
吉
全
集
　
第
一
卷
　
日
本
上
代
史
研
究
　
上
」
岩
波
書
店

　
　
　1969
（
昭
和44

）
年12

月8

日
発
行

初
出
：
「
東
亞
之
光
　
第
五
卷
第
六
・
七
號
」

　
　
　1910

（
明
治43
）
年6

、7

月

※
「
辯
」
と
「
辨
」
と
「
弁
」
、
「
獻
」
と
「
献
」
、
「
萬
」
と
「
万
」
、
「
號
」
と
「
号
」
、
「
坐
」
と

「
座
」
の
混
在
は
、
底
本
通
り
で
す

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

※
「
古
事
記
」
か
ら
の
引
用
文
に
は
、
訓
点
の
ハ
イ
フ
ン
が
脱
落
し
て
い
る
個
所
が
見
ら
れ
ま
す
が
、
初
出
の

脱
落
を
底
本
が
引
き
継
い
だ
も
の
で
あ
り
、
底
本
の
ま
ま
と
し
ま
し
た
。

※
底
本
で
は
引
用
文
に
校
訂
が
施
さ
れ
て
お
り
、
初
出
で
の
著
者
自
身
に
よ
る
引
用
と
は
異
な
る
箇
所
が
あ
り

ま
す
。

入
力
：
し
だ
ひ
ろ
し

校
正
：
岩
澤
秀
紀

2012

年10

月4

日
作
成
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青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（http://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま
し

た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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